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（ 時に午前９時３０分 開会 ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ただいまから建設文教常任委員会を開会いたします。 

 去る９月８日の本会議において、建設文教常任委員会に付託された事件について審査を行いま

す。 

 建設文教常任委員会の所管は、建設部、水道事業及び教育委員会です。 

 日程といたしましては、本日、建設部及び水道事業所管分についての審査を行い、教育委員会

所管分については、９月１８日に審査を行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 御異議なしと認め、本日は建設部及び水道事業所管分の審査を行い、９月１８日に教育委員会

所管分の審査を行うよう進めさせていただきます。 

 この後、審査を行うわけですが、質疑者あるいは答弁者は、必ず挙手をしていただき、指名の

後、名前を名乗ってから、質疑あるいは答弁を行っていただくようお願いいたします。 

 また、各委員の質疑におかれましては、簡明で議題の範囲を超えない発言となるよう心がけて

いただき、御自身や他の委員の質疑が終了した後、関連質問を行う場合は、その旨を宣言し、内

容が逸脱しないようにしてください。 

 なお、発言が明白な錯誤、趣旨不明瞭、不適切と判断した場合は、委員長において議事整理を

行う場合もありますので、御承知おきください。 

 最初に、認定第１号「令和６年度清須市一般会計決算認定について」建設部及び水道事業所管

分を議題といたします。 

 当局からの説明を求めます。 

 前田建設部次長兼土木課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長の前田です。 

 認定認定第１号について、建設文教常任委員会建設部所管分の歳入を一括して御説明いたしま

す。 

 それでは、タブレットのｍｏｒｅＮＯＴＥの設定を１画面表示にしていただきまして、令和６

年度清須市歳入歳出決算書の２０、２１ページを御覧ください。 
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 １３款分担金及び負担金、１項負担金、３目土木費負担金、予算現額０円、収入済額２０万４，

６００円、収入未済額６万８，２００円、１節道路橋梁費負担金です。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、６目土木使用料、予算現額５，１０６万円、収入済額

５，０６６万３４５円、収入未済額１２万３，０３２円、１節道路橋梁使用料と２節都市計画使

用料です。 

 同じく、７目消防使用料、予算現額５２２万５，０００円、収入済額４６３万４，７００円、

１節消防使用料のうち建設部所管は庄内川水防センター使用料２２４万７，９５０円です。 

 続きまして、２項手数料。２２、２３ページを御覧ください。３目土木手数料、予算現額８１

万４，０００円、収入済額４２万７，６００円、１節都市計画手数料です。 

 続きまして、１５款国庫支出金、２項国庫補助金。２４、２５ページを御覧ください。５目土

木費国庫補助金、予算現額２億５，３５３万７，１００円、収入済額２億３，１９９万１，１０

０円、収入未済額が４５２万３，０００円、１節道路橋梁費補助金と２節都市計画費補助金です。 

 続きまして、２８、２９ページを御覧ください。１６款県支出金、２項県補助金、４目農林水

産業費県補助金、予算現額１，２５８万４，０００円、収入済額１，１３６万２２５円、１節農

業費補助金のうち、建設部所管は単独土地改良事業補助金５９１万円、多面的機能支払事業補助

金１０７万８，２２５円、排水機維持管理事業補助金２２８万１，０００円です。 

 同じく、６目土木費県補助金、予算現額４，６８１万３，０００円、収入済額３，７２０万８，

０００円、１節道路橋梁費補助金と２節都市計画費補助金です。 

 続きまして、３０、３１ページを御覧ください。３項県委託金、４目土木費委託金、予算現額

２４万円、収入済額１万５，００３円、１節都市計画費委託金です。 

 続きまして、３４、３５ページを御覧ください。１９款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰

入金、予算現額１０億４，７０１万８，０００円、収入済額１０億４，７０１万８，０００円、

１節基金繰入金のうち、建設部所管は森林環境整備費等基金繰入金４００万円のうち１００万円、

都市計画施設基金繰入金３億円です。 

 続きまして、２１款諸収入、４項受託事業収入、２目土木費受託事業収入、予算現額６１４万

９，０００円、収入済額０円。 

 ３６、３７ページを御覧ください。１節都市計画受託事業収入です。５項雑入、２目雑入、予

算現額８億４，７９７万１５７円、収入済額７億２，１６８万３３１円、収入未済額６，６１０

万８，６２０円。 
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 ３８、３９ページを御覧ください。５節農林水産業費雑入と７節土木費雑入と消防費雑入で、

５節農林水産業費雑入のうち、建設部所管は土地改良施設維持管理適正化事業交付金９００万円、

８節消防費雑入のうち、建設部所管は庄内川水防センター光熱水費負担金７３万１，２８８円で

す。 

 続きまして、２２款市債、１項市債。４０、４１ページを御覧ください。５目土木債、予算現

額４億７，９００万円、収入済額４億３，６００万円、収入未済額２，８００万円、１節道路橋

梁債と２節都市計画債です。 

 以上が、建設部所管分の歳入でございます。 

 引き続き、建設部土木課所管分の歳出を説明いたします。 

 決算書の７０、７１ページを御覧ください。４款衛生費、１項保健衛生費、３目環境衛生費、

予算現額２億２，４０３万９，０００円、支出済額２億２，１８１万６９７円、８節旅費から１

８節負担金、補助及び交付金までです。建設部所管につきましては、市道野田町１号線等整備費

１，２５１万９，１００円、市道朝日貝塚東線等整備費１，９５０万３，０００円、市道野田町

舟付１号線等整備費１，６４６万５，９００円です。 

 続きまして、７２、７３ページを御覧ください。３項上水道費、１目上水道費、予算現額４，

０６９万１，０００円、支出済額４，０６９万９００円、１８節負担金、補助及び交付金と２３

節投資及び出資金です。主なものは、水道事業出資金３，０００万円です。 

 続きまして、６款農林水産業費、１項農業費。７４、７５ページを御覧ください。４目農地費、

予算現額１億６７０万円、支出済額８，７０８万５，９８９円、繰越明許費１，７５２万５，０

００円、７節報償費から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、土地改良費４，

９１０万２，６８１円です。 

 続きまして、７８、７９ページを御覧ください。８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務

費、予算現額１億９７６万６９３円、支出済額１億９３３万５，８６０円、１節報酬から１８節

負担金、補助及び交付金までです。主なものは、土木事務費２０３万４，２６７円です。 

 続きまして、２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、予算現額１，１０９万２，０００円、支

出済額１，１０８万７，３２０円、１１節役務費から１８節負担金、補助及び交付金までです。 

 続きまして、２目道路維持費、予算現額４億３，２１４万９，５９９円、支出済額３億５，８

８８万５，９１２円、繰越明許費４，０８３万５，８２０円。１０節需用費から、８０、８１ペ

ージを御覧ください。２１節補償補塡及び賠償金までです。主なものは、道路維持補修費２億１，
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５７２万３，０６８円です。 

 続きまして、３目道路新設改良費、予算現額５，８１６万４，０００円、支出済額５，５１０

万１１８円、１０節需用費から１４節工事請負費です。主なものは、市道西田中蓮池線等整備費

４，６８９万７，４００円です。 

 続きまして、４目橋梁維持費、予算現額１億４，１２０万１，２０１円、支出済額１億４，１

２０万１，２０１円、１２節委託料と１４節工事請負費です。主なものは、繰越明許費、繰越事

業の橋梁維持補修費で、７，６０９万３，８００円です。 

 続きまして、３項河川費、１目河川総務費、予算現額１，４６２万６，０００円、支出済額１，

３９６万１，０５３円、１０節需用費から１８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、

五条川ふるさとの川管理費７５１万５，４２０円です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課長の鈴木です。 

 続きまして、４項都市計画費、１目都市計画総務費、予算現額２億４１７万２，３０７円、支

出済額１億９，２０３万３，５０４円、１節報酬から８２、８３ページを御覧ください。 

 １８節負担金、補助及び交付金までです。主なものは、都市計画事務費８８８万９，９３２円

です。 

 ２目土地区画整理費、予算現額４億４，１０６万５，５２５円、支出済額４億３，０６５万３，

７６０円、繰越明許費４７３万８，５８９円、１節報酬から２１節補償補塡及び賠償金までです。

主なものは、新清洲駅北土地区画整理費、土地区画整理事業費１億７，６８９万５，４１１円で

す。 

 ３目街路事業費、予算現額２，６７３万９，０００円、支出済額２，０３２万８，２０３円、

１０節需用費から１６節公有財産購入費までです。主なものは、街路管理費１，７３８万６，８

８２円です。 

 ４目鉄道高架費、予算現額５億８，５２６万３７４円、支出済額４億５，０１１万３，０２２

円、繰越明許費８，６２４万８，９３９円、事故繰越９４２万４，１１８円、８節旅費から８４、

８５ページを御覧ください。２１節補償補塡及び賠償金までです。主なものは、繰越明許費繰越

事業、新清洲駅付近鉄道高架費３億７，９９４万２，８２８円です。 
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 ５目公共下水道費、予算現額１１億２，２４４万４，２０３円、支出済額１１億２，２４４万

４，２０３円、１０節需用費から２３節投資及び出資金までです。主なものは、下水道事業雨水

処理負担金４億９，１７５万１，０００円です。 

 ６目都市下水路費、予算現額４，４３４万５，７９７円、支出済額４，２７１万７，８４４円、

１０節需用費から１４節工事請負費までです。主なものは、都市下水路等整備費３，２２１万９，

０００円です。 

 ７目公園費、予算現額１億６，９２６万２，０００円、支出済額１億６，８１６万５，１５４

円、１０節需用費から１４節工事請負費までです。主なものは、都市公園管理費９，４５２万４，

１８４円です。 

 ９款消防費、１項消防費。８６、８７ページを御覧ください。４目防災対策費、予算現額５億

４，１３５万９，９８６円、支出済額５億２，９４７万１，９３３円、１節報酬から、８８、８

９ページを御覧ください。１８節負担金、補助及び交付金までです。そのうち、建設部所管は庄

内川水防センター費１，３４８万７，１９９円です。主なものは、庄内川水防センター整備費８

１４万円です。 

 建設部所管分の説明は以上です。 

 御審査のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑については、ページごとに行います。 

 初めに、歳入からまいります。 

 ２０ページ、２１ページ、質疑のある方は挙手を願います。 

 ありませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 続きまして、２２ページ、２３ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ２４ページ、２５ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ２８ページ、２９ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ３０ページ、３１ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ３４ページ、３５ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ３６ページ、３７ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ３８ページ、３９ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ４０ページ、４１ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 続いて、歳出にまいります。 

 ７０ページ、７１ページ、質問のある方はいらっしゃいませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ７２ページ、７３ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ７４ページ、７５ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 ７８ページ、７９ページ。 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 大塚です。 

 ７９ページ、道路維持費についてお伺いします。 

 主要施策の２６０ページになります。 

 （２）の道路維持管理費ということで、道路排水ポンプ施設の点検箇所ということで項目上上

がってますけど、これ市内のアンダーパス７か所ということでよろしかったでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田建設部次長兼土木課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長の前田です。 

 今委員言われた箇所の点検なんですけど、一応市内のアンダーパス以外の所もございまして、

全部で１０か所のポンプの点検費を見ております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 １０か所ということで、それであと、点検についての詳細が分かればお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 ポンプ場のポンプ設備等の点検になりまして、その点検で不具合が見つかれば、次年度か翌年

事業費内で改修事業を実施しております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 不具合があったら次の予算でということで、これ非常に道路冠水とかアンダーパスとか人的被



－8－ 

害につながると思いますんで、これしっかりとやっていただきたいと思います。 

 あと、すみません、もう一点なんですけど、３０２号線、当然アンダーパスというか道路の排

水ポンプあると思いますし、県道６７号線、これ多分名古屋祖父江線って西田中のほうからくる

所もアンダーパスあるかと思いますけども、こちらの道路排水のポンプというのもこの市と同じ

ような形で点検をしてるという認識でよろしかったですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 国、県のほうにつきましては、実際ポンプについて年１回は多分実施はしているという認識で

います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 じゃあまた年１回ということで認識ということなんで、確認のほうをよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他によろしいですか。 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 伊藤です。 

 道路維持費の中に該当するのか分かりませんけど、清須市は軽微な補修工事等で、現業と言い

ますか職員の方、どのような形態で就労してみえるのか、ちょっと僕は分かりませんけど、今年

の６月から建設現場の熱中症対策というのが、これ義務化されたということで、本当にこの夏と

言いますか、もう５月の中旬ぐらいからここに該当するようなことがあるんですけど、どのよう

な対策を取られてみえるかお聞きしたい。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 
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建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 現場作業員の熱中症対策につきましては、ちょっと自分の記憶の範囲内なんですけど、２６年

度ぐらいから熱中症指数の測定器を、そういう機械を入れて、その指数が危険な状態になる時に

は、現場作業員につきまして随時休憩を取っていただくという措置を取らせていただいておりま

す。必然的に今もそういう対策で、高齢の方が多いのでどうしても熱中症対策で指数が作業に適

さないということであれば、随時エアコンが効いた場所か車内での休憩かどちらかになるのです

けど、そちらのほうで休憩させていただいている状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 以前からやってみえたということですけど、これ対策が義務化されてから具体的に何か変わっ

たことがあるのか。結局、暑さ指数２８度以上、気温３１度以上、ほとんどの日が該当するわけ

ですけど、どういうふうに指導されたのか。この６月以降。その前の対策で十分だったというな

ら結構ですけど。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 対策につきましては、現在実施している対策で、あとファン付きベストとかそういう着るもの

によって対策できる部分については対策させていただいて、指数でどうこうというのは今のとこ

ろ変わりは無く、軽作業ができる部分の指数なのか、重作業ができる部分の指数なのかもあるの

ですけど、ちょっと対策自体は変えてないような状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 これ対策としては、結局、今言った基準以上になれば、「連続１時間以上又は１日４時間を超

えた作業は、対策を講じなくてはならない」ということが明記されているんですけど、具体的に

は前からやってることで十分対応できてるというお考え、これ。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 その指数自体が超えた時にはもう作業を一旦控えていただくということで、１時間以上とか

云々は抜きにして、ちょっと指数でも管理はさせていただいている状況で、今のところそれで土

木課としては現場作業員に作業していただく作業基準として決めている範囲でやらせていただい

ております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 作業やってみえる方の事務所というか控室というのが西枇旧庁舎、西枇会館内にあると思うん

ですけど、そちらのほうって、もう随分前からエアコンが十分効いてないんですよね、これ。そ

ういった中で何か対策は取ってあるのかな、これ。この９月３０日をもって他に変わられるとい

うことで、環境はよくなるんでしょうけど、これずばり言いますと、西枇会館入りますとベンチ

とか置いてありますわね。その空間のほうがエアコン効いてるんだね。控室のほうではとてもじ

ゃないけど、現業の方何人で控室にみえるかも分からんけど、何かスポットクーラー１台どんと

置いてあるだけだと。御存じのように、小学校の体育館に置いてあったような、余ったスポット

クーラーだと思うんだけど、後ろから熱風が出るスポットクーラーが、狭い個室の中に４人ぐら

いの方がみえるのかどうか分かりませんが、１台つけたところでこれ全然温度下がりませんわ。

結局は、会館の前のロビーというか、空間のベンチで横になって休憩してみえると、そういう状

況がこの夏ずっと続いてます。そういった中で、これ建設部だけの話じゃないと思うんです。市

がお願いして作業していただいているその就労環境と言いますか、その辺の指導はどこの課がこ

れ、何か指導を受けました。６月から法改正があったのできちんとやらないといけないとか、こ

ういう状況はいけないとか。これ総務がやられてるのかな。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 岡田企画部長。 

企画部長兼人事秘書課長（岡田善紀君） 

 企画部長の岡田です。 



－11－ 

 人事秘書課のほうで職員の管理というのはさせていただいておりまして、会計年度任用職員、

特に現業の方もみえます。今の規則の改正については、各課への周知というのは実際行ってはい

ません。現状行ってません。私どものほうで、以前から、現業の方にはそういった熱中症対策気

をつけてくださいということは常々申しております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 今年の夏、まだまだ暑い日が続いてますけど、今までにないような日が続いているという中で、

多分自分たちで管理してみえるから大丈夫だろうとか、若しくはそういう甘い考えだと、ひょっ

としてこれ起きますし、さっき次長さん言われるように、作業される方も高齢の方が多いという

ことを考えますと、本当にもう少し就労環境を整えてあげないと大きな事故につながるなと思い

ましたので、質問させていただきました。１０月以降は別の場所が事務所になるということで、

そちらの環境はどうでしょうかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長、前田です。 

 ９月末時点で西枇会館のほうは引き上げさせていただきまして、今度の場所というのが、どこ

の場所が、というのが候補地でいろいろあったんですけど、春日の排水機場、そちらで職員の休

憩施設のスペースがありますので、現場作業員はそちらで休憩を取っていただいて、エアコン、

トイレ、テレビ等、あと机と椅子がございますけど、そういう状況の下で作業をしていただくと

いうことになります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 結構です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 他に、７８、７９。 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 野々部でございます。 

 先ほど道路の浸水のお話がありましたけど、一つちょっとお聞きしたいのですけど、昨年の９

月の全員協議会で、ワンコイン浸水センサーの実証実験に参加したという報告があったのですけ

ど、丸一年たって、その後の実証実験ということでどんな状況か、それと１０か所につけられた

ということなのですけど、今後、どのように考えてみえるかお聞きしたいです。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課、前田です。 

 実証実験につきましては、現在浸水箇所の履歴を確認させていただいても、今のところ浸水し

たという所は見当たらない状況でございます。今後どうしていくかというのも含めて、少し検討

しないといけないと思うのですけど、今後は予算が絡むことになりますので、今の結果を検証し

て、予算を措置して実施するのかしないのかは決定させていただきたいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 おかげで、この間の雨でも浸水した所も無くよかったのですが、四日市なんか今大変な状況に

なっていますけど、そういうこともいろいろ考えまして、今実証実験丸１年やられて、浸水しな

かったからよかったんですけど、ずっと見てますとやっぱりすぐ水に浸かるようなところばっか

りなんですよ。そうすると、やはり最初のこのうたい文句も「ワンコイン浸水センサ」、すごく

安くて手軽に、データもよく逐一入ってくるから、現地に行かなくてもそういうとこは管理がで

きるということで、これ国が主導かな。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 
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 そうですね。今は国交省のほうが主導でやっていただいているので、それに市のほうも参加し

て、実際使わせていただいている状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 特にこの地は水に浸かりやすいですので、国からの指導よりも、先に市も先行していろんなこ

とを、こういう事業を今１０か所、まだまだつけないといけないと思うところも結構ありますの

で、そこら辺しっかりと検証していただいて、今後に生かしていただきたいと思いますので、お

願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に、７８ページ、７９ページ。 

 高橋委員。 

高橋哲生委員 

 高橋です。 

 私も道路維持費のところで、この不用額というのは３，２４２万７，８６７円と出てるんです

けど、予算に対して割と大きな割合だと思うんですけど、これどのように理解したらよろしいで

すか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 こちらの不用額につきましては、工事費と委託費の入札差金や、県費の付きが悪かった部分の

財源組替えして費用を確保したこととか、その部分で差金が出ているような状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 高橋委員。 

高橋哲生委員 

 計画どおり進まなかったとか、そういうことなんですか。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 一応計画上進まなかった、どうしても県費につきましては付きが悪い部分は、残っているよう

な状況にはなっているので、後の差金部分は減額してない部分があるんですけど、それが残って

る状態なので、事業は実施するような状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 よろしいですか。 

 他に。 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 伊藤です。 

 道路の安全対策ということで少しお聞きしたいのですけど、今回、後のほうにも出てきますけ

ども、用水に蓋かけがしてあるところは、多分ほとんどは、ガードレール等で安全対策取ってみ

えると思うのですけど、市が蓋かけせずに、民地の人が埋め立てて通るために蓋かけするという

ケースもあると思うのですが、その時に用水横切る部分というのは、ガードレールの義務づけ等

は、市のほうで指導されているのかということを聞きたいんですけど。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 基本的に大きい水路の所を蓋かけして乗り入れする場合につきましては、その水路の両端部分

に、ガードパイプ若しくはガードレールにて縦断の通行ができないように、やっていただくとい

う承認工事等で指導はしております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 見る限り、安全対策承認工事が市の言われるような基準で行われていない箇所が結構あるよう
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に見えるんですよね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 実際現場において、昔に承認工事で許可を受けて、ガードパイプ等を設置した所はございます

けど、その部分が劣化して現状ないような状態とか、そういう部分も結構ある部分は、土木課と

して、前回、令和４年度に事故があったということで、今回議案でも挙げさせていただいており

ますけど、そのことで、その付近について安全点検はさせていただいて、安全対策措置がされて

ない所については、ガードパイプ等を設置させていただいているような状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 それは市の負担でやってみえるということですか。承認工事で市のほうの規格があれば、その

ように進めていくというのが筋で、これ今まで過去で言いますと、地主の負担になっていると思

うんですがね。市の承認工事の中に安全対策は本当にうたってあるのですか、明確になってます

か。明確になっているならもう少しあっても良いようなもんなんだけど。市のほうに承認工事の

申請も無く勝手に蓋をかけていた、という所なのかどうか分かりませんけど、それにしましても、

これ地主の責任というところはどうなんですかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 承認工事につきましては、実際うちのほうが承認をして工事をしていただいて、最後完了して、

問題無く完了している状況でございましたら、その後管理につきましては、市で管理していくと

いうことになりますので、そこの管理が市でうまいことできてないという部分で、そういう実際

水路が空いてるところもあるかもしれないですし、少しその辺は一度現場を再度確認して検討し

たいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 私が見る限り、その蓋かけして横切った部分に安全対策が講じてない所というのは、承認工事

の申請も上がらずに、地主さんが勝手にやられたということなんですかね、これ。そこに対する

指導はどうされているのか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 側溝につきましては、実際そこまで指導はしてない状況で、普通の３００ぐらいの側溝で蓋か

けをして、間が空いてる部分というのは結構多い状態にはなっていますけど、水路につきまして

は、明確に横断防止のためのガードパイプは、設置を義務づけておりますので、そういう箇所が

あれば、一度、どういう状況でそうなっているのかは調査してから、もし勝手に蓋をかけられて

その状態が危ない状況になっているのであれば、市から地主さんに指導していくということにな

ると思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 私、素人の目で見ての話なんで申し訳ないんですけど、安全対策が最初から講じてなかった、

というような箇所が何か所かみられるんですよね。そこについては今後指導して、市のほうで地

主さんに安全対策を講じるように、ということはされていくんですか。それから、次長言われる

ように、市のほうの負担でやってくんですよという話になっちゃうんですかね、これ。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 明らかに当初からつけていないところというのは、やられた原因者さんのほうでやっていただ

くというのが基本的なことになるんですけど、明確にそれがやっていただけない中で、今道路管

理している市が危ないという状況が認識できるようであれば、そこら辺は何らか市で対策を講じ

ていくということは、していかないといけないのかなということはあると思いますので、その辺



－17－ 

少し検討はさせていただきます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 それは危険なところを放置しておくわけにはいけないので、向こうにやっていただけなければ

当然市がやるべきなんですけど、当然、これ後から市は請求されるんですよね、地主さんに。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 その辺も含めて、請求する部分があるのかどうかは、明確になれば請求はさせていただくよう

に話はしていきたいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 いずれにしても、これ本当に大変な事故につながるような箇所が何か所かありますので、市の

責任だ、地主の責任だ、ということもありますけど、まずは、安全対策が取れていない所の点検

を早急に取っていただくようによろしくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に、７８、７９ページ、質疑のある方よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 じゃあ続いて、８０ページ、８１ページ、質疑のある方。 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 大塚です。 

 雨水貯留施設費でお伺いします。 

 主要施策は２６８ページですけども、これ委託料ということで、清掃業務と保守点検業務とい
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うことで明記されてるわけですけども、雨水貯留施設というと、その水をためながら冠水しない

ようにということだと思うんですけど、この清掃業務なんですけど、多分職員が現場を見られて、

土砂等が結構堆積していれば多分清掃業務を行っていくという認識ではいますけど、まずこの認

識で、確認なんですけどよろしかったでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課、前田です。 

 こちらの清掃業務につきましては、土田の調整池やその他の調整池の部分で、樹木管理等をし

ているところもございますので、そこの樹木管理等の関係の管理費として、樹木の剪定とか、雑

草の除去とか、そういう部分の清掃費になっております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 すみません、それでは、たまった土砂等を、堆積した土砂等を取る業務ではないということで

よろしいですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 この予算の部分につきましては、土砂のしゅんせつ等の業務ではございません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 また、土砂等のしゅんせつ等も定期的に見ていただくということがすごい大事だと思いますの

で、これはちょっとお願いしたいということと、すみません、少し関連になってしまうのですが、

令和５年度にはその雨水貯留浸透施設補助金ということで、多分これ都市計画がやってるため蔵

君だとかのこの項目が出てたんですけど、今回記載されてない理由というのをお聞かせください。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木都市計画課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 今委員からお話ありました貯留施設の件につきましては、令和５年度は小規模雨水貯留施設費

というものが計上されていたかと思います。これはおっしゃるとおり、雨水ため蔵君、それは商

品の名前ですけど、雨水をためるための大きな槽みたいなものを設置された方に対する補助でご

ざいまして、６年度につきましては、この申請が残念ながら１件もございませんでしたので、上

がっていない状況です。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 今ゼロ件ということで、いろいろ広報等々でも周知はしていただいておると思いますけども、

これ大事なことなので、またしっかり何かの機会にＰＲしていただきたいということと、もう一

つすみません、少し関連事項になりますけど、これ雨水をためるということで、上下水道課側で

浄化槽雨水貯留施設転用費補助金という浄化槽を貯留施設にする補助金を出してたと思うんです

けど、直近のこの件数とかもし、分かりましたらお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 上下水道課、伊藤でございます。 

 残念ながら令和６年度は実績がございません。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 両方ともゼロ件ということで、しっかり広報等でも周知していただいていると思いますけど、

都市計画課と上下水道課、何か市民の皆さんと説明会等ある時は、またこれしっかり促していた
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だきたいと思いますので、お願いいたします。 

 続きまして、民間木造住宅耐震化促進費についてお伺いします。 

 主要施策が２７０ページになります。 

 民間木造住宅耐震診断業務における補助件数というのがこれ増加してると思うんですけど、そ

れに対しての御所見があれば、まずお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 民間木造住宅耐震診断の業務につきましては、令和６年度が５０件ございまして、前年の５年

度が２７件、令和４年度ですと１１件ということで、今年度もう既に２０件申請が上がってきて

いるという状況でして、御承知のとおり、令和６年の１月１日の能登半島地震、それ以降非常に

耐震に対する関心が高いというふうに思ってまして、６年度の補正予算も組ませていただきまし

て、件数も増やして対応したところでございますが、これは皆さん非常に関心の高いところでご

ざいますので、引き続き皆さんのお気持ちがある中で、補助事業を進めていきたいなと思ってお

ります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 これはしっかりとお願いしたいと思います。 

 委員長、もう一点だけよろしいですか。申し訳ございません。 

 その下になります。空き家解体促進費補助金ということで、こちらは主要施策が隣の２７１ペ

ージになるんですけども、これ事業費補助金ということで、８０万円計上しておりまして、補助

件数は４件だよということになっています。これ令和５年度も同じベースだったと思うんですけ

ども、当初予算で、これ２００万円というものを事業費で計上してあって、計画をするとして、

１０件まで申請を受けるようにしているとは思うんですけど、せっかくこれ１０件までできるよ

うな予算組んでいただいてて、ちょっと４件というのも、努力はしていただいてるとは思うんで

すけども、これ更に進めていっていただけると有り難いなというところで、少しここだけ御所見
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があればお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 ６年度、そうですね、おっしゃるとおり、予算１０件に対して４件の申請でありました。当然

１件でも多くやっていただきたいという思いはございます。令和７年度につきましては、今予算

としては１０件御用意している中で、申請は実際３件出てきております。相変わらず先ほどお話

ししたとおり、やはり耐震とか空き家、災害の関係かとは思われるんですけど、皆さんの意識が

非常に高いというふうに認識しておりますので、こちらも委員おっしゃるとおり、しっかり周知

啓発をして進めていきたいなと思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 こちらもすみません、先ほど３連発やりましたけど、ぜひ周知徹底をよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 冨田です。 

 五条川ふるさとの川管理費ですけど、成果報告書の２６７ページ、これは五条川の維持管理に

向けた事業なんですけど、これ実際五条川のどこからどこまでの部分が入っているのですか。清

須市内を流れる五条川全部の決算じゃないと思うのですけど、それ少し教えてください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課、前田です。 
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 こちらのふるさとの川管理費の中のモデル事業で草刈りをしている部分につきましては、旧清

洲町部分の堤防の草刈り業務になっております。他の新川、春日、西枇杷島につきましては、こ

この中の予算は入っておりません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 そうしましたら、どこの事業名として予算計上されているんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 その他の部分につきましては、道路維持管理費のほうで、清掃委託業務の中で五条川、新川、

あと庄内川、こちらの部分はその清洲町の五条川部分を除いた部分の草刈り業務を実施させてい

ただいております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 そうすると、成果報告書の２６０ページの２番の道路維持管理費のところに計上されていると

いうことですね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 そのとおりになります。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 それと、前回の一般質問でも出てきたのですけど、堤防の草刈り業務、確か年に２回実施され

ているということを答弁されておりましたけど、ちょっと私の記憶だと、春日とかその辺りは年
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に１回じゃないかなという記憶なんですけど、そこ確認したいんですけど。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 草刈りにつきましては、合併当初、旧町時代の草刈りの業務で、年１回だとか２回、４回とか

そういうところがございましたけど、今にいたっては、全地区堤防の草刈り等につきましては、

取水期前の６月ぐらいに１回と、あと秋、１１月ぐらいに２回目を実施させていただいていると

いう状況でございます。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 じゃあ私の勘違いということで。 

これは、要するに五条川の右岸に関しては市道ということで、市のほうが堤防ののり面から確

か１メートルですね、道路から左右１メートルのところを草刈り業務をさせていただいていると。

左岸に関しては県道で、県の管轄だということで、県がやられているということで理解している

んですけど、これよく堤防道路のほうに草がよくはみ出ているわけですよね。それで車通ったり

すると、どうしても車に当たるということで、クレームが非常に多いんですけど、市道からのり

面１メートルであるなら、何かそこにコンクリ打つとか、アスファルト打つとか、そういったこ

とをやれば草刈りも２回もしなくてもいいとか、極端な話し、草刈りしなくてもいいように思う

のですけど、これ河川法か何かでそういった規定とかあるんですかね。これどうなんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 道路上の堤防ののり肩の部分の、道路から１メートルから１．５メートルぐらいまで何かでき

ないかというお話だと思うのですけど、その部分については、提体部分を少し触る形にはなりま

すので、河川課と一度協議をして、それができるかどうか、その辺は一度相談をさせていただい

て、河川課で何らかできる施策があるかどうかは少し検討したいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 ぜひお願いしたい。 

 それと、特に左岸ですけど、これ県の管轄だと思うんですけど、今、春日のほうですと桜の木

の所に、つたがもう本当に巻いてしまっているんですよ。それとか、桜以外の雑木が非常に生え

ていて、ものすごく見通しが悪いんですよ。こういったことを県に要望とかそういうことはでき

るんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 清洲橋から上流の五条川左岸の部分につきましては、今産業課で河川占用という形で、桜の木

に関しては占用を出させていただいて適正に市で管理していくということにはなっていくと思う

んですけど、その他、うちが占用してない雑木につきましては、県で適正に伐木していただくと

いうことで、御要望があればまた、随時県も予算のつき具合ではあると思うのですけど、雑木に

ついては、市としてこの部分を優先的にやってほしいということは、助言というか申請させてい

ただいて、要望させていただくということになると思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 ではここで、どこの地区やって欲しいとか、そういうのは少し控えますけど、ぜひとも県にお

願いして、これ事故起きてからでは遅いので、非常に見づらいところがあるので、その辺のとこ

ろを十分県と相談していただいて、お願いしたいという要望だけしておきます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質問のある方。 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 五条川の件で、萱津神社の前に乗り入れがあって、今までは五条川の左岸、新川側にしゅんせ
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つの土砂を上げるとこがあったんですよね。今は萱津神社の前に去年かおととしぐらいから変わ

ったと思うんですけども、これはこれで、ずっとこの五条川のしゅんせつ工事とか、そういうこ

とにおいて必要不可欠なとこではあると思うのですけども、ここで、しゅんせつした土砂を積み

下ろしをしている時に、乾燥した砂が全部この堀江地内へ舞い上がってくると。左岸の時はうん

と近かったものですから、結構多いなと。反対側の萱津神社側、あれもあま市側に移ったのです

けども、相変わらず風の強い日とかそういう時に土砂が、砂が舞い上がってくると。勝手な言い

方になりますけども、風の強い日とか、そういう時には、しゅんせつを控えるとか、なんかいう

ことは、こちらから県に何か要望できないのですかね。今冨田委員の話ではないですけど、県の

管理ですから、そういうとこはお願いできるもんなのでしょうか。どうですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 今委員言われたように、管理は県になっておりますけど、市としてそういう住民からの要望等

はございますので、その辺は県に順次伝えさせていただいて、何らか検討はしていただくように

お願いをしていきたいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 これ前からそういう要望出ていると思うんですけども、そのために何か対策しますと。具体的

にそういう日は工事を差し控えるというような具体策を、１年、２年たってくると本当にやって

いるのかどうか。いや、しゅんせつは大事だし、住民の方もそれは理解はしているんですけども、

我らが被害妄想というか、そういうものに対策を具体的に聞き込んでいかないと、今日は本当に

やっているかと。今の草刈りからいけば、遊歩道だって最近よくちょっと手入れはしていただい

てるというものの、繁茂が激しくて散歩をするのが怖いとか。そういうことを聞くと、やっぱり

何か対策を、手を打っているのかどうかというのが、やはり住民から少し不信感につながってく

るわけですよね。具体的に答えが出せるかどうか少しおっしゃっていただけませんか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 
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建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 具体的な対策につきましては、うちで対策させていただくということではないので、一度県の

ほうに確認をして、また、その内容を委員のほうに伝えさせていただくということで、申し訳な

いですけど、今何らか対策が、できるのかというのはうちからはお答えすることができない状況

ですので、すみませんがお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に。 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 野々部でございます。 

 先ほどの空家解体推進費の補助制度のとこで、もう一つお聞きしたいのですけど、これ解体工

事の費用の３分の２で上限が２０万円と聞いてるのですけど、今解体の費用も、解体費や処分費、

人件費など本当に高くなってきてると思うのですけど、これ市のほうに申請される時は、どれだ

けの建物、平米数が出て、解体の見積書も出すんですよね。その金額というのは、大きい小さい

いろいろあるんですけど、この上限で２０万円という。少し少ないような気がするんですけど、

そこら辺はどのように考えていますでしょうか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 委員おっしゃる２０万円という金額でございますが、まず申請出される皆さん方の見積書を拝

見すると、当然１００万円超えるのは当たり前で、１００万円、２００万円というような解体費

というのは、大体かかるのは平均でございますので、この２０万円で足りとるということではな

いことは十分認識しております。ただ、一方で、こういった解体に個人の財産に対して、どこま

で公費を投入していくのか、という議論も当然こういう制度を作る時にはございまして、他の愛

知県下の自治体、他の自治体なんかも調査をしまして、比較的２０万円という補助金でやってる

ところもやはり多うございまして、一方で、多いとこだと５０万円とか６０万円とかいうとこも

あれば、１０万円とか１５万円という少ないところもありますので、一概に２０万円が正当かと
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いわれると、なかなか難しいところではありますが、こうした危険な空き家を放置しないために

も、市としても一助としてきっかけづくりにしかならないかもしれませんが、そういった意味で

こういった制度は続けていく必要があると思っておりまして、少し２０万円で物価高騰もありま

すで、足らないという御意見もあるとは思いますので、その辺りは少し把握して、今後またいろ

いろ調査をしていきたいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 町の中歩いてると本当に空き家が多くて、屋根が崩れ落ちたりしてそのままほかってある空き

家も確かに多いですし、周りから苦情も出てるんですけど、それでも特定空家には認定されずに

そのままほかってある。私もよく課長にもいろいろお願いはしてるんですけど、そういったこと

を見てると、やっぱり少しでも早く解体していただいて、解体して更地にすれば、そりゃ固定資

産税のこともいろいろ影響してきて、そのままほかっておいたほうがいいという方もみえると思

うんですけど、やはり少しでも景観もよく、犯罪抑止のためにも、空き家というのは、危ない空

き家は早く処理をしたほうがいいと思うんですけど、確かに今言われたように、個人の財産です

から、公的な費用を使って、ということは分かるんですけど、今の本市の空き家対策の必要性も

考えると、この物価高騰で、今いろいろやっぱり考えますと、少し上乗せはされて、今でも予算

２００万円組んでもらっていて、４件の８０万円しか昨年度もその前もそうでしたよね。今年度

は今のところで３件だったかな。だけど、これからどうなるか、ぐっと増えればいいですけど、

そういうことも考えると、もう少し考えてもらってもいいのかなと思いますので、そこら辺少し

また検討してください。お願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に。 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 同じところですけど、これ今現在特定空家に認定されとる件数って何件ぐらいあるんです。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 特定空家現時点で５件の認定をしてございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 そこに対してはどのような指導をなされとる段階になっているのかな。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 特措法に基づきまして、助言・指導という形で今文書を送って、所有者の方に直接面談してい

る方もみえますし、遠方の方は電話ですとか、あるいは連絡がつきづらい方いろいろあるのです

けども、そういった形で今進んでいるところで、これ法に基づいて進めていきますと、この後、

勧告という形で一つステップアップしていきますと、固定資産税の住宅用地特例が６分の１とい

われるものが外れるということにもなるものですから、その辺りに進んでいく形にはなると思い

ますが、それも空き家の協議会をやって、いろいろ弁護士とか教授の方とかいろんな方の御意見

の中で、やはり少し慎重にやる必要があると、法的にしっかりと固めてから勧告は打つように、

という御指導もあるので、その辺りを今少しずつ丁寧に進めているというところでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 これやっぱり手続には時間がかかるというところで、例えば道路に面している所で瓦が落ちか

けているとか、明らかに危険な所というのは分かるわけで、その部分に対しては、市は何らかの

養生とかはやってみえないのかな。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 
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都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 基本的には所有者さんでやっていただくようにお願いを強くしていくということはやっており

ますが、ただ、現場が明らかに危ない状況で、そうも言っていられないものもございますので、

そういった場合は、市の中で一時的にカラーコーンやらトラバーのようなものを設置して、通行

する方が近づかないようにとか、危険を周知するとか、そういったことをやって、それをやった

ことも当然このように今やってますから早く対応してください、ということを所有者さんには通

知をするということはやっております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 ちなみに４件８０万という数字、この４件は全て特定空家なんですかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 この４件につきましては、特定空家ではございません。 

伊藤嘉起委員 

 ４件とも。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 はい。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 特定される前の段階で解体されたという理解で多分いいんだよね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 所有者の方の判断で早期にやっていただけたということです。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他にこのページ質疑のある方。 

 高橋委員。 

高橋哲生委員 

 五条川のことになるのですけど、いつもすごく気になるのですけど、清洲城があって、大手橋

があって、そこから見る五条川の川床というか、すごくごみとかがたくさん落ちてて、すごく汚

い。せっかく清洲城だ、清洲公園だ、魅力を高めるためにやってるのに、この川が汚いなと。美

観的になるとすごくマイナスなので、そこら辺の掃除というのはされてるんですか。県のほうだ

と思うんですけど、そういう話はしてるんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 五条川の河川内のごみ等、あと景観の問題等につきましては、うちとしても認識はしている中

で、愛知県に、ある程度のごみ等が、明確に目立つようであれば、お願いはするという話にはな

るんですが、今後、どうしても市として清洲城、清洲公園、その付近については、特に景観上あ

まり思わしくない状態ではまずいということは思っておりますので、そこら辺含めて、愛知県と

何ができるか今後検討して、その付近については、一度掃除をしていただけるか、とか、あと、

市で管理とか、そういう話にもなってくるとは思うんですけど、その部分は検討していきたいと

思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 高橋委員。 

高橋哲生委員 

 何か、自転車とかそういうものも落ちてるように見えますので、やっぱり大変マイナスなので、

ぜひ何かそういった感性も大切にしていただいて、愛知県とも話をしていただきたいと思います。 

 もう一つ、河川のことで、すごく大きな話かもしれないですけど、清須市の中にある新川だと

か五条川、これは下流部なので、ということもあるかもしれませんけど、あまり流れがないです

よね。あれって技術的に流れをつくることはできるんですか。参事に聞きますけど、どうなんで

すか。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 片野建設部参事。 

建設部参事（片野裕介君） 

 建設部の片野でございます。 

 自然の流れでございますので、それを強制的に流れをつくろうと思うと、相当大がかりなポン

プだったり、そういう流れをつくるようなものが必要になるかと思うのですけれども、ただ、行

った先で、また勾配がないということにもなりますので、その辺り、それがどうしても治水上必

要だ、ということであれば、それ相応の対応というのが考えられるかなと思いますけれども、現

状そういった話は、五条川については、私のほうでは把握していないというのが現状です。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 高橋委員。 

高橋哲生委員 

 素人考えで、傾斜といっても低いとこなので、これ以上難しいのかもしれませんけど、あと何

ですか、瀬というんですか、これさっと水が泡立つようなものとか、そういうものをやって、本

当に川に囲まれた町なので、少しでも水質がよくなったり環境がよくなったり、あと、これだけ

猛暑が続くと、せっかく川があって、川に流れがあったら多少涼しくなるのではないかなと、こ

の夏は思ったんですよね。そういったことも大変これ難しい話かもしれませんけど、また愛知県

とも話をしていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 片野参事。 

建設部参事（片野裕介君） 

 今後勉強させていただきたいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 よろしいですか。 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 大塚です。 
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 そこの下段になりますけど、民間ブロック塀等撤去費補助金について伺います。 

 この事業も本当に市民の皆さんに浸透してきて、危険なブロック塀の数が減ってきているとい

うことを理解しているのですけど、先ほどの住宅耐震診断業務というのが結構増えている中で、

今回これ３件、延長距離というのは長いかもしれないですけど、この３件というのは、少し少な

いのではないかなという気がしますけども、その辺というのは都市計画としてはどのように捉え

られているか、どのように評価されているのかお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 ６年度は３件の申請ということで、前年、令和５年度の場合は８件ございますので、件数とし

ては減っております。６年度につきましては件数は少ないですが、３件のうち１件は通学路の沿

線で、しかも５８メートルという大変長い距離をやっていただいた案件がございまして、件数は

少ないですが、トータルでも６年度は約８０メートルほどで、令和５年度は９６メートルとか、

令和４年度だと約８２メートルというところで、延長的にはそれほど落ち込んでいるという認識

はないですが、当然件数も必要なことと思っておりますので、７年度につきましては、ちなみに

もう６件今出てきております。距離も約２０１メートルほど、うち通学路も１件あるということ

で、非常にまだまだ皆さん使っていただいている制度だと思っておりますので、引き続き周知は

していきたいなと思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 令和７年度件数増えておるということで、またそういった延長もしてくれるよというところで、

予算だとか件数が多くなると、予算に対してということも出てくると思いますけど、そういう際

は、安全・安心のために予算的なものも含めて、また検討していただきたいということをお願い

して、質問を終わります。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 ここで、１１時まで休憩といたします。 
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 なお、休憩時間中は通路に滞留しないよう、会話等は控室等で行っていただきますようお願い

いたします。 

（ 時に午前１０時４５分 休憩 ） 

（ 時に午前１１時００分 再開 ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ８０ページ、８１ページではよかったでしょうか。 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 ちょっと元に戻って恐縮ですけど、７９ページ聞くの忘れちゃって。いいですか、戻って。駄

目なら駄目でおっしゃっていただければ。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 どうぞ。 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 すみません、本当に。恐縮です。 

この７９ページの道路維持費の中で繰越明許費で不用額が非常に多いんですけど、後でまた水

道のところでお聞きしたいなと思っていたのですけども、今、直すところがあっちこっちあると

思うのですよね。大変ですけど、これだけの不用額が出るということは、どこにこの原因がある

のですかね。私どもがここを直してちょうだい、あそこを直してちょうだいというのを随分前か

ら、例えば五、六年前からお願いしてると思うのだけど、須ケ口の駅前の歩道、乳母車も通れな

いようながたがた道の上に、県がせっかく目の悪い方々に点字歩道を造っていただいて。ところ

がその点字歩道も剥がれて今がたがたですわね。歩道が悪いので、蹴つまずくくらいです。せめ

て須ケ口の駅前の人通りの多い所だけでも、お年寄りが乳母車引いて歩けないくらいがたがただ

というのはもう五、六年前から話してるのだけど、県から市道になったために、市にお金がない

からなかなかできないできないと言って、一方ではこんな不用額がたくさん出ているわけですね。

この不用額の説明と須ケ口の駅前をいつまでほっとくのか少しお聞きしたいと思います。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 
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建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長の前田です。 

 不用額につきましては、先ほど高橋委員からお話があった時に、県費の付きが悪く、その部分

は落としたよ、というところもあったんですけど、先ほど言い忘れたところがございまして、一

番主なものとして、現在県に枇杷島橋陸橋の架け替え、これに伴う工事で、雨水管の整備事業を

やっていただいているのです。この委託料として県に払ってはいるのですけど、この額は、工事

着手が年明けになったこともあり、減額することがちょっとできなかったという部分もありまし

て、現在６年度前払金払った額と７年度に繰り越した部分を除いた１，５００万円ぐらいが不用

額となったということで、この部分は実際工事に入って、実際額が決まることになるのが少し遅

くなったために、こういう大分大きい不用額になったということになっております。 

 あともう一点、須ケ口駅前の歩道部分につきましては、再三言われているという話は今浅井委

員から聞いたのですけど、実際歩道部分だけやらせていただくということもあるのですけども、

ここら辺マウントアップになって、歩道が実際車道より大分高くなっている状況でございますの

で、どのように整備するか、ということもあるとは思うのですけど、実際、今の歩道の勾配上、

ある程度身障者の方や御高齢の方が多分歩道を歩かれると、少し危険なような状態かもしれない

ので、その辺は、一度検討させていただくということで、申し訳ないです。時期については、ま

だ明確には申し上げられないので、申し訳ないですが、検討はさせていただきます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 浅井ですが、検討というのは、もう五、六年前から聞いてる。実際転ばれて怪我をされた方も

みえるし、私どもはというか、市が補償してあげる。そんなことも泣き寝入りしている人が何人

もみえるわけなんですよね。僕も、恥ずかしい話、けつまずいて転んで膝擦りむいたから、当時

の土木課長にちょっとクレームを言ったことがあるんですよね。自分の不注意で転んだんですけ

ども、だけど、本当若いお母さん方もベビーカーですら、この須ケ口の駅前の歩道を歩くの嫌だ

と。がたがたして。子供は面白がるかもしれないけど、お年寄りはかなわんわ。シニアカー引い

てとても歩けない、今の状況。車道歩いてひかれたら運転手さんがかわいそうだわ。早急に１回

検討くださいよ。検討しますというのは、何回も聞いているので。お願いします。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 委員言われるように、再三言ってきたという中ではございますので、一度何ができるかもある

のですけど、歩道部分について支障がないような形で実施していきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に、８０、８１ページございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 それでは、委員の土本として質疑を行いたいと思いますので、暫時、委員長の職務を野々部副

委員長と交代いたします。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 副委員長の野々部でございます。 

 これより、暫時、委員長の職務を務めさせていただきます。 

 それでは質疑を受けます。 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 土本です。 

 先ほど大塚委員から質問がありましたけれども、民間木造住宅の耐震化の促進費のところで、

引き続いてお聞きしたいと思います。 

 成果報告書の２７０ページのところですけれども、先ほど鈴木課長が、昨年よりも補助の件数

が増えましたということで、当初の予算を立てられる時も、見込みとして立てられた数よりもか

なり多くの方が申請をされたと思うのですけれども、能登半島の地震があったりとか、また、南

海トラフ地震の臨時情報が出たりするということも、皆さん見直される一つのきっかけができた

と思うのですけれども、そこで少しお伺いしたいことがございまして、以前、耐震化が県内でも

あまり高くないほうという御答弁をされてたと思うのですけれども、今県内で、清須市というの

は耐震化率に換算すると今どれぐらいなのか分かりますでしょうか。 
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建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 鈴木都市計画課長、答弁。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 清須市の耐震化率ですが、最新で申しますと令和７年１月１日現在で７７．８９％でございま

して、ちょっと資料古くなるのですが、愛知県の公表している耐震化率、愛知県建築物耐震改修

促進計画では令和５年時点で９２．３％という状況ですので、清須市は県平均を下回っていると

いう認識でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 土本です。 

 前回答えられた時には６１％ぐらいと確かおっしゃってたと思うので、それよりかはかなりこ

ういった補助の申請もあったりとかした影響だと思いますけれども、７７％まで耐震化率引き上

げたということで今御答弁いただきましたけれども、今後こういった補助の件数もたくさん見込

んでます。また、補助の上限も引き上げるという予定だと思うんですけど、そちらも含めて、今

後どのくらいまで目標というか耐震化率を引き上げていく、という考えかをお聞きしたいと思い

ます。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 令和７年度から予算を認めていただきまして、民間木造住宅補強設計費の補助金という新たな

補助メニューも新設しております。実際に今年度、申請出してきてみえる方もおりますけど、こ

れも更に耐震を考えてみえる方、住民の方に対する一助となると思っておりますので、これにつ

いても、今までやっております補助事業と併せて周知をして、耐震化率を高めていきたいと思っ

ております。 

 ちょっとすみません、先ほどの耐震化率の話で、急激に上がってるようなイメージがあるかな

と思うので、少し補足をさせていただきますと、耐震化率の出し方、算出方法が少し自治体ごと
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に違っておりまして、確実にこれ、という出し方が示されていない分、耐震化率の出し方を、お

おむね他の自治体と同じような出し方にしておりまして、少しそれで急激に上がったとこがあり

ます。簡単に申し上げますと、例えばアパートとか共同住宅は１棟に対して、例えば家が５軒あ

ったとした場合、これを５と数えるか１と数えるかと、そういうとこですとか、あと細かい床面

積が３０平米を超える、超えないというものを家屋と見るか、見ないかとか、そういったことで

分母の数が変わるものですから、ちょっとその辺を、あまりうちがやみくもに低いというふうに

なってはいけないものですから、そういった他の自治体と同じような根拠に合わせて出している

ので、毎年数％ずつは確実に上がってはいるものですが、これを更に様々な補助をお出しして、

上げていきたいと思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 土本です。 

 こういった耐震化も防災に直結する一つの手法だと思いますので、こういった制度があるとい

う事を御存じない方いらっしゃるかもしれませんので、またしっかり広く周知していただければ

と思います。 

 最後に、一点だけお伺いしたいのですけれども、この耐震化の不用額のところで、８４８万円

ほど上がってるのですけれども、能登半島地震と近年頻発する地震被害を鑑み、民間木造住宅耐

震改修費等の申請の増加を見越したんだけれども、見込みより少なかったと書かれていますけれ

ども、これに関しては、先ほど申請も増えました、少し補助金の上限も増えましたというところ

ですけれども、不用額がこれほど出てるというのは、担当課としてはどのように分析というか捉

えられたのでしょうか。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 令和６年度当初予算、例えば住宅の耐震診断は４０件という形で出させていただいたものを、

９月の補正で６０件に増やさせていただいたりですとか、あるいは民間木造住宅の除却の補助が

当初予算１０件であったものを補正で３０件にしたというようなことで、そういった様々なもの
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を増やさせていただいて、皆さんのニーズに応えていくようにしていったところでございますが、

当然、この数字は、ある程度想定根拠があって出した数字はあるのですけど、マックスここまで

きてもというところの数字で補正をさせていただいて、それを通常１２月ぐらいで年度締め切っ

て、なぜかと言いますと、補助の申請された方が事業を完了して届けを出していただいて補助を

支払うというところを３月末まで当然終わらなければいけないので、国費、県費の締切りもござ

いますので、早めに締め切るところを、ぎりぎりまで県が当然認めていただける形でしたので、

２月の上旬まで受付をぎりぎりまで受けていく関係で、補正で３月の減で落とすということはせ

ずに、不用が出ても最後まで残して１件でも皆さんに申請していただこうという予算組みをした

ということで、こういった形で少しの金額が残っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 ありがとうございました。しっかり対応していただいてるということで、よく説明分かりまし

たので、引き続きこちらの対応もよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 以上で、土本委員の質疑を終了いたします。 

 これにて私の委員長の職務を終了し、土本委員に交代します。よろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 これより、委員長の職務を行います。 

 このページ、よろしかったですかね。 

 じゃあ、続いて８２、８３ページ、質問のございます方。 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 確認ですけど、ＪＲ清洲駅前の区画整理ですけど、いよいよ駅前の有名な某喫茶店も解体され

まして、いよいよ始まっていくんだなという印象を持っていますけど、私の住んでる春日として

は、駅前のロータリー、そしてまた都市計画道路、この辺どうなっていくのかということでちょ

くちょく聞かれますので、駅前の広場、清須市側と稲沢市側とあるわけですよね。ここら辺の施
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工予定とか進捗状況、それから都市計画道路、これも組合分と県分とあるわけですけど、この辺

の進捗状況を併せてお願いしたいと思います。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 清洲駅前のロータリー、駅前広場とラウンドアバウト等については、委員おっしゃるとおり稲

沢地も３分の１ほど含んでおりますので、その辺り県と稲沢市と今調整をしながら進めていると

ころでございますが、具体的に稲沢地におきましては、測量ですとか、あとは、一部の地権者の

方とは交渉の話が進んでいると聞いております。具体的に最終的な工事がいつまでに終わるかと

いう話ですが、目標としましては、今、令和９年度に工事を完了させる予定をしております。た

だ、当然地権者の方が見えることでございますので、少しその辺が、進捗状況によっては変更と

なる可能性があるというところでございます。 

 都市計画道路につきましては、駅前線につきましても現在工事が目に見えて進んでいるところ

でございますが、これは組合事業でございまして、組合としては９年度開始に向けて工事をして

いくというところで進んでいますが、一部ちょっと今年度も国費のつきが悪いとか、その辺りで

計画を少し調整している中で、どこまで目標どおり進んでいくかというところは、今組合と市が

一緒になって進めているというとこでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 今お話聞いていると、清須市側、稲沢市側あるのですけど、当然清須市側のほうが優先的に工

事が始まっていくと。それから、都市計画道路に関しても、組合で区画整理の施工をやって、そ

の後、県の施工分という形になるんですかね。それだけちょっと確認。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 おっしゃるとおりで、区画整理区域内は組合に施工していただくことで当初から予定しており
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ますので、それ以外の稲沢地については組合じゃないところで、県と市が調整して施工していく

という形で進んでおります。 

 以上です。 

冨田雄二委員 

 分かりました。ありがとうございました。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に。 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 大塚です。 

 冨田委員の清洲駅前土地区画整理費、これ関連事項というか確認事項になってしまって恐縮な

んですけども、昨年度ちょうどパロマの東側、北調整池のポンプの改修等を行っていると思うの

ですけども、実際この調整池って、ちょっと私の感じ方でいけないのですけど、これって稼働は

今現状しているものなのか、まだ稼働していないものなのか、ここだけ確認でお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 パロマさんの東側にある調整池ですが、これは現時点で稼働はしておりまして、御承知のとお

り、区画整理区域内の水を取るための調整池でございますので、雨が降った時、９月上旬の台風

の時もここは結構な水がたまって、越流堰を超えてという形で機能していると認識しております。

組合から、将来的には管理者である土木課に移管がされる予定はしております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 ありがとうございます。稼働しているということで安心いたしました。 

 緑の基本計画費ということでお伺いしたいのですけど、主要施策の２７４ページ、これ事業成

果としまして、３，０００人にこの市民意向調査をアンケート調査をされたと。今基礎データの
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収集整理を行って、次期の計画策定に向けた解析、評価を実施したということなのですけども、

この詳細というか、どのような形で次の計画に反映されていくのかという、分かる範囲で結構な

のでお聞かせください。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 緑の基本計画につきましては、令和６年度、７年度で策定を予定しておりまして、６年度につ

きましては、基礎データ等の収集整理を行っております。具体的には市の緑地率と言いますか、

全体のうちの緑地の割合ですとか、どういった緑があるかということですとか、今の現計画に対

する目標がたくさんございましたが、それに対する評価をＡからＤまで分けるような形で評価を

してみて、今後実施していくもの、あるいはできたもの、そういったものを調査したり研究して

いるということをやってました。それに併せて、今お話あったアンケート調査を３，０００人を

対象に実施をいたしまして、内容としましてはいろんな項目あるのですが、市民の方が緑に対す

る意識をどのように持っているかというところで、緑に対しては心身の安らぎですとか、景観の

形成とか、そういったことを望むとか、あとは、例えば市内どのようなとこに緑が多いかという

ようなところで、やはり水辺、川辺とか清洲城行ったりとか公園、そんなようなことを皆さん思

ってみえるとか、そういったことを集計しておりまして、１回目の策定委員会は既に今年度実施

しておりまして、第２回の策定委員会を１０月に行って、年度内に４回策定委員会を実施して、

策定に向けて進めていくという予定をしております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 ありがとうございます。よく分かりました。皆さんからのアンケート調査も含めて、この目標

値というのもしっかり決めていただいて、このマスタープランとの関連性ということもうたって

おりますので、そこをしっかり検証していただければと思います。 

 委員長、もう一点だけよろしいですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 



－42－ 

大塚祥之委員 

 すみません、大塚です。 

 新清洲駅付近鉄道高架費の中で少しお伺いしたいのですけども、少し関連になってしまうかも

しれないのですが、仮占用地の買収も終わりまして、前回、仮側道が住民の方が６メートルだと

思われてたのが５メートルだったよということで、これここで説明会をされて、安全対策につい

てのアンケート調査を市民の方に配布するよというところまでは私聞いてるのですけど、その実

施されてるとは思うんですけど、今の現状と課題等がもし、お聞かせできる範囲で結構なのでお

願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 仮側道の安全対策に対するアンケート調査ということを実施しておりまして、既に実施済みで

集計も完了はしておりますが、まだ公表はしておりません。その理由と言いますか、地元の代表

の方と当然相談をした上での話なのですけども、公表については、ただただアンケート結果だけ

を出すだけではなくて、そのアンケート結果を踏まえた方針案と言いますか、そういったものを

しっかりと幾つか考えて、それで全て下ろして相談を地元の方たちともしていきたいなと思って

おりますので、現状は、このアンケート結果については、事業者の愛知県ですとか、あと名鉄さ

ん等と共有して調整を今しているところ、なるべく早いタイミングでしかるべき時がくれば、地

元へ報告に伺いたいとは思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 大塚委員。 

大塚祥之委員 

 ありがとうございます。今愛知県と名鉄といろんな地元の方もということだったので、結構調

整というのは難しいとは思いますけども、やっぱりこれ早く安全対策というか、そういったもの

も示していただきたいと住民の方も思ってると思いますので、引き続き連携しっかりと取ってい

ただいて、事業内容が早く周知できるようによろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 他に、８２、８３ページ、質疑のある方はございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 それでは、８４ページ、８５ページ、質疑のある方はございませんか。 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 野々部でございます。 

 都市公園の公園費のことでお聞きしたいと思います。 

 この都市公園の清掃ですけど、私の地区、地元は御婦人方がグループでボランティアで今清掃

してみえて、市からある程度補助金をもらって今やらせてもらってるのですけど、清須全体のこ

の都市公園６３か所あるということなのですけど、現状、いろんな業者が入っていると思うので

すけど、どんな状況なのでしょう。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 委員おっしゃるとおり、地元の方に草刈りですとかトイレの清掃、そういったものをやってい

ただいているところが多いんですけども、ただ、最近なかなかやっていただける方がもう地元に

みえないということで、もう返したいと、できないということで何とか市で面倒見てもらえない

かという話が年間数件出てくるような状況でして、そういったところはやむを得ずシルバー人材

センターに切り替えるというような形を取らせていただいております。ただ、地元の方がやって

いただくメリットの一つとして、例えば地元のお祭りですとかイベントがある時にタイミングよ

くやっていただいて、本当にきれいな状態でイベントを迎えられるということがあったんですけ

ど、なかなかシルバー人材センターとか業者に頼むとなると、少し小回りが利かない、タイミン

グが必ずしもその時期に入れるかというのが他の現場との兼ね合いもあるものですから、もし市

に返していただいて、地元管理から業者管理にする場合は、少しそういう年間の施工するタイミ

ングが決まりますよということだけは、御承諾いただいてやっていただいてるというところで、

できるだけ地元の方の御協力をいただきながら、公園の管理に努めていきたいなと思っておりま

す。 

 以上です。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 だんだんと清掃してる方も御婦人方も年を召されまして。特に夏の暑い時など大変だという声

が私にも入ってきていますけど、全体で地元のボランティアさんにお願いしてるというのはどの

ぐらいあるのですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 令和７年４月の現在で委託している都市公園は２６公園ございます。児童遊園とちびっこ広場

は全４２公園中２２が地元の方にやっていただいてるという状況でございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 ありがとうございます。やっぱり皆さん集まってわいわいやってもらってやるのも良いと思っ

て、私も何とかできる限り頼むよとはお願いしているのですけど、現状もだんだんと厳しくなっ

てくるかも分かりませんので、またその時はよろしくお願いします。 

 それと、２８６ページの同じページのところで、新川橋橋詰のポケットパークのことを少しお

聞きしたいのですけど、これ修繕費で４６９万計上してあるのですけど、何の修理をされた。ポ

ケットパークの修繕。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 新川橋橋詰ポケットパークの修繕につきましては、建物のまず腰壁と言いますか、木が張って

あるところが経年劣化でぼろぼろになってしまっているとか、あと、園内にあるサークルベンチ、

木でできたものが大分ささくれ立ってきているとか、インターロッキングの下の部分が隆起して

つまずくような状況になってるとか、かなり劣化がひどくて、少し利用には危険な状況でしたの

で、全体の修繕をしております。 
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 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 ちょっとこれに関してブログを見てたら、書き込みで新川とか美濃路の説明板があって、なか

なか良い場所ですよということでして、花壇にも花が植えてあって憩いの場所として使われます。

しかし、あずまやはあるけど、トイレとか自販機はありません、ちょっと使い勝手が悪いですよ、

というような書き込みがしてあるのですよね。あずまやは今現状何に使われてるのですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 あそこの建物の中は、ボランティアの方の、そういう正に目の前もやっておりますし、庄内川

とか他のとこもやっていただいておるのですけど、ボランティアの方のスコップとか必要な材料

が置いてあるようなところになっております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 確かに材料置場としても必要。最初からこのあずまやはそういう置場の予定で造られた。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田土木課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長、前田です。 

 当初造った時の経緯、私、都市計画課にいまして、その辺聞いているのですけど、旧新川町か

らそういう公衆トイレとあずまや的なスポットを造りたいということで計画始まっていたのです

けども、やはり地元からのトイレがやっぱり公衆用トイレということで、あまり良い施設じゃな

いというイメージがありまして、公衆トイレをやめてほしいという話で、トイレはやめて水防倉

庫、防災倉庫を兼ねて、そこに倉庫を建てて、あとはポケットパーク的なそういうスツールとか

あずまやとかを造って整備したという経緯になっております。 
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 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 野々部副委員長。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 最初はやっぱりトイレ施設もという考えでやったけど、地元から今言われたようにやっぱり反

対があったわけ。やっぱり結構あの辺ウオーキングや何かされたり、美濃路の散策や何かの時に

も、本当はあの辺ぐらいで１か所トイレの施設があって、自販機もあって、喉も潤おせてという

のを、私は近くでもそれは使うことはないのですけど、やっぱりウオーキングされる方。美濃路

を散策される方には必要じゃないかなと私は思って、少しその経緯をお聞きしたかったので、ま

たいろいろ考えてもらいたいと思いますので、そこら辺またよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質疑のある方はございませんか。 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 冨田です。 

 先ほどの、野々部委員の質問と少し関連すると思うんですけど、児童遊園ですけど、先日私ど

もの地区で１か所廃止したわけですが、これは国有地だったということで、旧春日町なんかだと、

やっぱりこういう国有地が多かったというようなことは聞いているのですけど、これは利用料と

いうか、借地料というのは発生していたのか。それと、これ更地にして返すわけですけど、その

後、国有地として売却されるのか、土地利用をどのように考えておられるのか、少しお聞きしま

す。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課、鈴木です。 

 児童遊園のほうは国有財産として無償で国からお借りをしております。あと、中之切児童遊園

の跡地利用につきましては、今年度中に国にお返しをすると、更地にしてお返しするということ

でございまして、その後どういった利用になるかということは全く聞いておりません。 
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 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 それ以外に児童遊園というのは民地を借りているというのがあると思いますけど、これ成果報

告書でいくと２８７ページですけど、使用料及び賃借料というところで、約２，０００万ぐらい

これ借地料として払っているわけですけど、ちびっこ遊園なんかはこれ定期借地権つきで借りて

いるのか、それとも普通で借りているのか、どちらなんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 児童遊園、民間の方からお借りしているものについては、毎年年度更新、自動更新というよう

な形でずっとお借りするということで、特に何年間を限度ということは決まっておりません。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 その場合の借地料というのはどのように決められてますか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 借地料につきましては、固定資産の評価額の５％というところを基準としてお支払いをしてお

りまして、上限、下限ちょっと激変緩和で１０５％とか９５％までの中でというような変動とい

うような形で、あまり急激な変動はしないような形でお支払いをさせていただいているというこ

とでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 
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 その場合、地主さんというのは固定資産税は払われているんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 固定資産税はお支払いいただいております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 今１か所廃園したということですけど、今後これ自治会とか子供会、今まで維持管理されてい

たんですけど、それがだんだん難しくなってきたと。それと、うちの地区ですと、少子化という

ことで、子供もなかなかいないということで、あんまり使われてないようなわけですよね。実際

使ってるのは宅配業者の人がトイレで使っているぐらいで、何か非常に無駄な公園というのも幾

つか見当たると思うのですけど、都市計画課としては今後どのようにこのちびっこ遊園というか

児童遊園考えられているのか少しお聞きします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市公園は６３か所、児童遊園ちびっこ広場で４２か所、今回１か所中之切を廃止させていた

だくんですけど、これだけたくさんあるところ全てになかなか維持管理をしていくというのは本

当に大変な、お金もかかります、手間もかかるというところで、実際にどういう利用がされてい

るかというのを私は非常に興味があるというか、非常に注視していかなければいけないと思って

まして、本当に利用が少ないところで、近傍に都市公園があったり、あるいはちょっと大きいち

びっこ広場とか児童遊園があれば、そちらへの統合ということは考えていかなければいけないと

思います。ただ、一方で、地元の行事で、先ほどお話ししてたお祭りとか行事ごとで年に数回こ

こを使うんだということですよとか、あるいは日々のお子さんの集合場所で使っているんだとか、

いろんな御事情があるものですから、必ずしも利用頻度が少ないから、じゃあ無くせるかという

ところは難しいんですけども、その辺限られた予算をしっかり投じて、良い公園は良い公園にし

ていかなければいけない、残すべきところはしっかり管理をしていかなければいけないので、計
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画的にめり張りの利いたような予算立てもして、管理をしていく必要があるというのは痛感して

いるとこでございます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 私先日の一般質問でもお話ししたように、一部の公園なんかですともう草生えはそのまんまで

もう管理もされていない、子供もなかなか立ち寄ることができないというような公園もあるわけ

ですから、その辺のところを、廃止というとやっぱり地元にとっては非常にハードルも高いとこ

ろがあるんですよね。先ほど言われたように、防災でちょっと使ったりとか、そういうところも

あるので、なかなか難しいことだと思うんですけど、統合とか含めて、どういう手順で進めてい

ったらいいのか。例えば住民にアンケートを取ったりとかそういうことも必要でないかなと思う

んですけど、そのあたりどのように考えておられますか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 おっしゃるとおりで、アンケート等も含めて地域の方のお気持ちを聞くということも大切だと

思いますけども、私は、なかなかこういう話を急に一住民の方が、結構大きな話だと思うので、

どうしようかという投げかけを地元にするのは大変だと思いますので、その辺りは私たちも自発

的に地元の方にどうでしょうかというようなことは、利用状況とかも見ながら相談して、必ずし

も廃止するとかそういうことだけではなくて、統廃合ありきではなくて、気になったとこは地元

の方の御利用状況なんかも聞きながら、その辺はこちらからも積極的に地元の方に相談をしてい

きたいなと思っています。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 そういうことであれば、取りあえず現実うちのほうもあるので、今の状態を見ていると、本当

に草生えでもう立ち入ることもできないというような所、やる人がいないので、どうしてもそう
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なるのですけど、都市計画課としても、管理を一遍しっかりやっていっていただきたいと要望だ

けしておきます。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に。 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 伊藤です。 

 都市公園というところで少し確認をさせていただきたいんですけど、いつでした、６月議会の

前の全協でしたかね。花咲公園、こちらのほうを９月３０日をもって閉鎖するという発表もあり

ながら、私も６月で一般質問させていただいた折には、解体工事の状況を見て利用者の安全確保

ができれば開放していくんだということで、その時にも申しましたけど、幼稚園の送迎のお母さ

んとか、本当に社交の場になってるということで、清須市の中の公園ではあれほどの利用者がい

る公園なかなか見かけないような、そんなこともあるんですが、年度内は確実にやれるというこ

とでいいのかな。幼稚園のお母さん大変心配してみえますわ、今。いつまで公園あるんだろうと

か。閉鎖したまま今後の利活用について、若しくは解体の内容によってはそのまま閉鎖になるか、

廃止になるか、使えなくなる期間が長くなるんじゃないかということがあるんですけど、これ都

市計画課長に聞くよりも副市長が座長を務めてみえるということなので、そちらで、若しくはバ

トンタッチされていろいろ、この間の市長の話では解体に６年もかかるのでという話もありまし

たので、何か変更があればお聞かせ願いたいです。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 岩田副市長。 

副市長（岩田喜一君） 

 副市長、岩田です。 

 幼稚園の方の送迎で保護者の方が使われるということは、教育委員会のほうから使える限りは

使いたいということで報告は受けておりますので、その辺りの利便性については、可能な限り続

けていくことということで報告は受けております。 

 全体的な封鎖等ということになりますと、都市公園も含めまして、どの程度閉める必要がある

かというのが現時点では分からないのですが、都市計画課長も前答弁申し上げていると思います

けども、使える場所があれば使うことが必要だと思いますし、どうしても安全を確保するために
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閉める必要があるということであれば、閉める必要もあると思いますけど、今現在まだ設計等も

決まっておりませんので何ともお答えできませんが、市民の方の利便性に少しでも応えられるよ

うな対策を取る必要があるかなと思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 ちょっと関連で申し訳ないんですけど、先日、市長から解体に６年かかるので今後の利活用に

ついては白紙であるというような発言も聞いたんですけども、副市長が座長でまとめてみえると

ころもそのような方向が確認されたということですか、これ。解体６年という中で。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 岩田副市長。 

副市長（岩田喜一君） 

 解体につきましても、まずは上の建物を壊すということで御報告をさせていただきましたが、

その後、土壌等の関係、あと杭の関係でどうしてもあと６年ほどかかるということになりますの

で、その間に、今すぐ決めるということではなくて、時代のニーズも考えながら、６年後何が一

番適切かということをじっくりと考えていきたいなと思っております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 ちょっと都市計画費とかけ離れてきてるので、委員長、適当なとこで止めてもらっても結構な

んですけど、これ当初、市の方向性としては、貸し館は造らないというのが前提の中で、副市長

が座長になって今後の利活用を考えていくと、そういうことからスタートを切ったと思うんです

けど、そこも含めて今後考えていくということでよろしいんですかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 岩田副市長。 

副市長（岩田喜一君） 

 公共施設個別施設計画というものがありまして、その目的が市内の類似した施設について統廃
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合ですとか廃止をしてということになっておりますので、その公共施設個別施設計画の中を鑑み

ますと、類似の施設をまた新たに造るということは考えられないということで御説明したと思う

んですが、ただ、今はこの後何を造るのかまだ何も決まってないので、類似の施設ができる可能

性がないということではなくて、何を造るかまだ全く決まっていないということでお願いしたい

と思います。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 前の副市長の下で話し合われた貸し館は作らないというのは撤回というか、未定ということで

理解してよろしいんですかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 岩田副市長。 

副市長（岩田喜一君） 

 ちょっと表現がふさわしいかどうか分からないんですが、撤回と言いますか、まだ何も決まっ

てないということでお願いしたいと思います。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 今のお話も含んで、都市計画の公園について聞くんですけど、これ多分市とも綿密な調整した

上で廃止とかいろいろ過去に決めてきたとは思うのですが、ごみの片付けが云々で６年というこ

とは、これ公園の下も掘るということで承知してよろしいですかね、今のある公園も汚染物質と

いうか、ごみが出た場合には除去をするということで計画を進めてられるのかな。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 鈴木課長。 

都市計画課長（鈴木雅貴君） 

 都市計画課鈴木です。 

 今の解体してその後という話もあるので、全くまだ今の時点では、都市計画課で具体的な話が

まだ、財産管理課を中心にいろいろ話はしていくことになるんですけど、まずそこの共有で具体

的にごみを掘るとか、そういう話はまだ全く出ておりません。全くゼロという状況です。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 それ副市長からコメントいただければ。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 岩田副市長。 

副市長（岩田喜一君） 

 副市長、岩田です。 

 今都市計画課長答弁したとおりで、まだ何も決まってないので、私からも今明確なお答えがで

きなくて申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質疑のある方ございますか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 では、最後８６、８７ページ及び８８、８９ページ、質疑のある方ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質疑もないようでありますので、これで質疑を終結いたします。 

 採決は、教育委員会所管分の審査が終わってから行います。 

 ここでお昼の休憩に入ります。 

 再開は午後１時３０分といたします。よろしくお願いいたします。 

（ 時に午前１１時４７分 休憩 ） 

（ 時に午後 １時３０分 再開 ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 つぎに、認定第５号「令和６年度清須市水道事業決算認定について」を議題といたします。 

 当局からの説明を求めます。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 
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 上下水道課、伊藤でございます。 

 認定第５号「令和６年度清須市水道事業決算認定について」説明いたします。 

 タブレットのｍоｒｅＮＯＴＥの設定は１画面表示のまま令和６年度清須市水道事業決算書、

下水道事業決算書の１３ページを御覧ください。 

 初めに、収益的収入及び支出に関連します財務諸表、令和６年度清須市水道事業損益計算書に

ついて説明いたします。 

 １、営業収益１億７，７７１万７，０４３円、（１）の給水収益から（３）その他営業収益ま

ででございます。主なものは、水道料金収入でございます。 

 ２、営業費用１億９，９０８万１，８１４円、（１）の原水及び浄水費から（７）資産減耗費

まででございます。主なものは、県水の受水費、排水設備の維持管理に伴う保守点検費、動力費

及び職員の人件費などでございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた２，１３６万４，７７１円が営業損失となります。 

 ３、営業外収益２，５１５万６，６６４円、（１）の受取利息及び配当金から（３）雑収益ま

ででございます。 

 ４、営業外費用９２万２，７７５円、（１）の支払利息及び企業債取扱諸費と（２）の雑支出

でございます。 

 ３、営業外収益から４、営業外費用を差し引いた２，４２３万３，８８９円と営業損失を合わ

せた２８６万９，１１８円が経常利益となります。 

 ５、特別利益１３万９，８０６円、過年度損益修正益でございます。 

 ６、特別損失１，３５５円、過年度損益修正損でございます。 

 ５、特別利益から６、特別損失を差し引いた１３万８，４５１円と経常利益を合わせた３００

万７，５６９円が当年度の純利益となります。 

 当年度純利益に、前年度繰越利益剰余金５，９５８万４，６９４円を合わせた６，２５９万２，

２６３円が当年度未処分利益剰余金となります。 

 つぎに、１４、１５ページを御覧ください。 

 令和６年度清須市水道事業剰余金計算書、資本金の欄の中段を御覧ください。 

 前年度処分残高１０億６，０１５万９，３５１円、当年度変動額３，０００万円、当年度末残

高１０億９，０１５万９，３５１円。 

 つぎに、資本剰余金合計欄の中段を御覧ください。 
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 前年度処分後残高９，８４０万３，８１９円、当年度の変動額は０円です。当年度末残高９，

８４０万３，８１９円。 

 つぎに、未処分利益剰余金合計の欄、中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高５，９５８万４，６９４円、当年度変動額３００万７，５６９円、当年度末

残高６，２５９万２，２６３円。 

 資本合計の欄、中段を御覧ください。 

 資本金、資本剰余金合計、未処分利益剰余金を合わせた額が資本合計となります。前年度処分

後残高１２億１，８１４万７，８６４円、当年度変動額３，３００万７，５６９円、当年度末残

高１２億５，１１５万５，４３３円でございます。 

 つぎに、１６、１７ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出に関連します財務諸表、令和６年度清須市水道事業貸借対照表について御

説明いたします。 

 左のページを御覧ください。 

 資産の部、１、固定資産、（１）の有形固定資産１９億７，２４９万２，９０７円、イの土地

からトの建設仮勘定まででございます。 

 （２）無形固定資産２，４２９万４，３５０円、イ電話加入権からハのリース資産まででござ

います。固定資産合計は１９億９，６７８万７，２５７円となります。 

 ２、流動資産、流動資産合計は１億６，５８５万６，２３８円、（１）現金預金から（３）の

貯蔵品まででございます。 

 １、固定資産合計と２、流動資産合計を合わせた２１億６，２６４万３，４９５円が資産合計

となります。 

 右のページを御覧ください。 

 負債の部、３、固定負債、固定負債合計は１，０８５万６，０００円です。（１）のリース債

務でございます。 

 ４、流動負債、流動負債合計は８，２５２万１，２４９円、（１）企業債から（５）の引当金

まででございます。 

 ５、繰延収益、繰延収益合計は８億１，８１１万８１３円、長期前受金から収益化累計額を差

し引いた額でございます。 

 ３、固定負債合計、４、流動負債合計、５、繰延収益合計を合わせた９億１，１４８万８，０
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６２円が負債合計となります。 

 その下、資本の部でございます。 

 ６、資本金１０億９，０１５万９，３５１円。 

 ７、剰余金、（１）資本剰余金は９，８４０万３，８１９円、イの他会計補助金でございます。

（２）利益剰余金６，２５９万２，２６３円、イ当年度未処分利益剰余金でございます。 

 （１）資本剰余金と（２）利益剰余金を合わせた１億６，０９９万６，０８２円が剰余金合計

となります。 

 ６の資本金と７の剰余金を合わせた１２億５，１１５万５，４３３円が資本合計となります。 

 負債合計と資本合計を合わせた２１億６，２６４万３，４９５円が負債資本合計となります。 

 説明は以上でございます。 

 御審査のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 冨田です。 

 水道事業全般に関してですけど、重要給水施設までの耐震化事業、これは春日の時から決まっ

ていて、平成２７年からですか、１０か年計画いう形で計画されたものだと思うんですけど、今

１０か年というと令和７年、本来なら７年で終わっていないといけないはずですけど、まだそこ

まで全部できていないということは承知しておりますが、現在どの辺までこの事業進められてい

るか、お伺いします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 重要給水施設への耐震管路の整備につきましては、今年度、五条川の左岸部分を敷設を行いま

すと、配水場から西側、こちらネギヤ公園までの耐震管が完了することになります。その後、東

側、中之切保育園、はるひ呼吸器、特養ですね、そちらのほうへ耐震管を伸ばしていく予定でご
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ざいます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 そうしますと、落合地区に関してはほぼというか終わっていると。あとは下之郷地区に関して、

これから配水棟からいわゆる南のほうに事業が進められていくという理解でいいかと思うのです

が、これ水道事業に関して、令和６年ですか、厚労省から国交省のほうに移管されましたわね。

それによって、例えば補助金の額とか内容であるとか、そういった変更があったのでしょうか。

どうなんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 昨年度から今年度に事業を繰り越して行っているものにつきましては、補助のつきが良いとい

うことで、６年度の補正予算を上げていただいて、事業を進めていただきたいということでお話

がありましたので、今後多少なりとも補助のつきがよくなるかなと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 この補助金というのは、そういった重要施設までのいわゆる排水管の取替えなんかには出ると。

それ以外の、例えば周りでいうちょっとした所を修繕目的で耐震管に変えるとか、そういった時

にはこれは補助はないということでよろしいですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 現在のところはそういった補助はございませんので、今後、国からの情報等を注視しながらそ

ういったものを活用できるものがあれば当然活用していきたいと思います。 

 以上です。 



－58－ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 冨田委員。 

冨田雄二委員 

 どちらにしても南海トラフもいわれておりますし、できれば耐震管に関しては早急に計画して

いただきたいと要望いたしておきます。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質疑のある方。 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 須ケ口の交差点で今ちょうど耐震化事業ということで、管の入替えやっていると思うんですけ

ども、交差点の同じ箇所を何度も掘り直すと言いますか、もう１週間くらいずっとポンプが稼働

して下水道へ水を常時流しているわけなんですが、もちろん工事期間というのは書いてあるんで

すけども、もうこれで１週間以上工事をしているんですけども、周辺の皆さんからしたら、いつ

までこの工事をやっているんだと。当然工事の難しさというか、水のよく出る所だとかいろいろ

あるかと思うんですけども、工事期間は書いてあるんですけど、どんな工事をやっているかを、

少しはくみ上げてるポンプ場のとこにでも貼り出していただいて、周辺の皆様に。もちろん工事

内容について細かく書いてくれとかじゃなくて、どんなことで何遍も掘り返してるのかとか、そ

ういうことを簡単に何か案内いうのはできないもんですか。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 申し訳ありません。須ケ口地内の工事になりますと、名古屋市の上下水道局の管轄になります

ので、どういった工事を今やってるかというのは私どもでは分かっておりません。 

浅井泰三委員 

 案内は来ないんですか。名古屋市の上水道であれ、課長のとこへは案内は来ないのですか、そ

ういう工事の。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 
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建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長の前田です。 

 今言われたように、須ケ口地内の上水道管ですと、名古屋市の上下水道局がやっておりますの

で、占用工事の関係でうちに届出が来ますので、その辺も含めて、ガス、水道、そういう公共の

近い工事につきましては、周辺住民の方に分かりやすい看板等の設置に少し心がけていただくよ

うに、また占用者にその辺は周知したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 浅井ですが、とにかくこれで本当１週間以上ずっとポンプが稼働して、水がザーザー流れてい

るわけね。こんなに地下水があるのかと。だから周辺の人はちょっと疑問に思ったり、同じとこ

ろを掘り返しては何遍も何遍も同じこと、もちろんパイプは延長していくんですけど、だけど、

同じ箇所でそんなにくみ上げていると一体どういう工事なんだろうと周辺の皆さんは心配であり、

やっぱり心配を解消するために少し案内を出していただくと有り難いかなということでお願いを

します。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質疑のある方ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質疑もないようでありますので、これで質疑を終結し、認定第５号「令和６年度清須市水

道事業決算認定について」を採決いたします。 

 本件に賛成の方の挙手を求めます。 

＜ 挙手全員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、認定第５号「令和６年度清須市水道事業決算認定について」は、認定すべきものと決

しました。 

 つぎに、認定第６号「令和６年度清須市下水道事業決算認定について」を議題といたします。 
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 当局からの説明を求めます。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 上下水道課、伊藤でございます。 

 認定第６号「令和６年度清須市下水道事業決算認定について」説明いたします。 

 令和６年度清須市水道事業決算書、下水道事業決算書の５３ページを御覧ください。 

 初めに、収益的収入及び支出に関連します財務諸表、令和６年度清須市下水道事業損益計算書

について御説明いたします。 

 １、営業収益７億１，３９５万７，７３０円、（１）の下水道使用料から（４）その他営業収

益まででございます。主なものは、下水道使用料及び雨水処理負担金でございます。 

 ２、営業費用１３億４，０９８万９，１０２円、（１）管渠費から（９）資産減耗費まででご

ざいます。主なものは、管渠ポンプ場整備維持管理に伴う保守点検費、動力費及び職員の人件費

などでございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた６億２，７０３万１，３７２円が営業損失となり

ます。 

 ３、営業外収益８億６，０３１万９，１００円、（１）他会計負担金から（４）の雑収益まで

でございます。 

 ４、営業外費用１億７，３４０万６，００６円、（１）支払利息及び企業債取扱諸費と（２）

雑支出でございます。 

 ３、営業外収益から４、営業外費用を差し引いた６億８，６９１万３，０９４円と営業損失を

合わせた５，９８８万１，７２２円が経常利益となります。 

 ５、特別利益１，１３９万１，１８７円、（１）過年度損益修正益と（２）その他特別利益で

ございます。 

 ６、特別損失１万３，１５６円、過年度損益修正損でございます。 

 ５、特別利益から６、特別損失を差し引いた１，１３７万８，０３１円と経常利益を合わせた

７，１２５万９，７５３円が当年度純利益となります。 

 ５４、５５ページを御覧ください。 

 令和６年度清須市下水道事業剰余金計算書、資本金の欄の中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高１４億６，４０６万７，０００円、当年度変動額２億１，８６６万９，００
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０円、当年度末残高１６億８，２７３万６，０００円。 

 資本剰余金合計の欄中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高１０億２，４６９万４，３２９円、当年度変動額９４３万７，７９８円、当

年度末残高１０億３，４１３万２，１２７円。 

 つぎに、利益剰余金合計の欄、中段を御覧ください。 

 前年度処分後残高、繰越欠損金として１億８，８６４万７，０８３円、当年度変動額７，１２

５万９，７５３円、当年度末残高、当年度未処理欠損金として１億１，７３８万７，３３０円。 

 つぎに、資本合計の欄、中段を御覧ください。 

 資本金、資本剰余金合計、利益剰余金合計を合わせた額が資本合計となります。前年度処分後

残高２３億１１万４，２４６円、当年度変動額２億９，９３６万６，５５１円、当年度末残高２

５億９，９４８万７９７円でございます。 

 ５６、５７ページを御覧ください。 

 資本的収入及び支出に関連します財務諸表、令和６年度清須市下水道事業貸借対照表について

御説明いたします。 

 左のページを御覧ください。 

 資産の部、１、固定資産、（１）有形固定資産２８６億２，７１４万１，２６２円、イ土地か

らヘの建設仮勘定まででございます。 

 （２）無形固定資産２２億３，３５３万４，８８７円、イ施設利用権からハのソフトウエアま

ででございます。 

 （３）投資その他資産１０２万２，４７１円、イ出資金とロの長期前払費用でございます。固

定資産合計は３０８億６，１６９万８，６２０円となります。 

 ２、流動資産、流動資産合計は２０億２，１１２万６３５円、（１）の現金預金から（４）前

払金まででございます。 

 １、固定資産合計と２、流動資産合計を合わせた３２８億８，２８１万９，２５５円が資産合

計となります。 

 右のページを御覧ください。 

 負債の部です。 

 ３、固定負債、固定負債合計は１３８億６，０８１万８，７５２円、（１）企業債と（２）そ

の他固定負債でございます。 
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 ４、流動負債、流動負債合計は１５億３，７３７万７，１１７円、（１）の企業債から（４）

のその他流動負債まででございます。 

 ５、繰延収益、繰延収益合計は１４８億８，５１４万２，５８９円、長期前受金から収益化累

計額を差し引いた額でございます。 

 ３、固定負債合計、４、流動負債合計、５、繰延収益合計を合わせた３０２億８，３３３万８，

４５８円が負債合計となります。 

 その下、資本の部でございます。 

 ６、資本金１６億８，２７３万６，０００円。 

 ７、剰余金、（１）の資本剰余金は１０億３，４１３万２，１２７円、イ受贈財産評価額から

ハの国庫補助金まででございます。 

 ２、欠損金は１億１，７３８万７，３３０円、イの当年度未処理欠損金でございます。 

 （１）資本剰余金と（２）欠損金を合わせた９億１，６７４万４，７９７円が剰余金合計とな

ります。 

 ６の資本金と７の剰余金を合わせた２５億９，９４８万７９７円が資本合計となります。 

 負債合計と資本合計を合わせた３２８億８，２８１万９，２５５円が負債資本合計となります。 

 説明は以上でございます。 

 御審査のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に質問される方がいらっしゃいませんので、ここで質問をさせていただきたいと思いますの

で、暫時、委員長の職務を野々部副委員長に交代させていただきます。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 副委員長の野々部でございます。 

 これより、暫時、委員長の職務を行います。 
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 それでは質疑を受けます。 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 下水道事業のことで全般的にお伺いをしたいと思います。 

 下水道の接続率というんですかね、現在の率を教えていただけますでしょうか。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 接続率と言いますと、整備済み面積の中の接続された方の人数で。 

土本千亜紀委員 

 はい。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 ６９．４％でございます。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 今６９．４％の接続率ということで御答弁いただきましたけれども、この数字的なものの現状

と今後の計画について、課長の見解を教えてください。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 今後の下水の整備につきましては、国庫補助の付きも比較的悪い状況が現在続いておりますの

で、以前、一般質問等でもありましたとおり、投資効果の見込めるところを狙って整備を進めて

いきたいと考えております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 あともう一点お聞きしたいと思いますけれども、この営業費用の中で、ポンプ場費というのが
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占める割合もかなり多くなってますけれども、この決算書を見せていただくと、堀江のポンプ場

と豊田川のポンプ場の整備の内容が書かれているんですけれども、こちらのどういったことをさ

れたかという詳細、分かれば御説明ください。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 ポンプ場の整備につきましては、ポンプの能力をアップするためにポンプを更新した事業もあ

りますし、耐水と言いまして、水が入ってくる水位がございますので、そこから守るために、電

気設備等を高い所に設置したり、耐震化事業をしたりしております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 このポンプ場のストックマネジメント、いつ頃まで続くんですかね。今二つやっていらっしゃ

いますけど、その後もまた、市内にはたくさんポンプ場もあるわけで、この今二つについてはど

れぐらいの計画で今後終えられていくんでしょうか。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 二つのポンプ場につきましては、令和９年度の完成を目標としております。 

 以上でございます。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 ありがとうございます。 

 あと最後に、この決算書の監査委員の方の意見書にもあるんですけれども、下水道のことに関

して、経費の回収率が９２．９％であったと。事業に必要な費用を使用料で賄えるとされる１０

０％を下回っている状況であるということで、今後は計画に基づいて下水道の接続率の向上に尽

力しつつ、経費回収率の向上などによる健全で持続的な経営に取り組みというふうに意見書がま



－65－ 

とめられているんですけれども、こういったことを受けて、課長のほうとしては今後どのように

この回収率を上げていくだとか、お考えあればお聞かせいただきたいと思います。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 伊藤課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 下水を整備するに当たりまして、先ほど申し上げましたとおり、投資効果の高い所を進めてい

きますと、当然接続率も多くなると料金収入等も増えてくると思いますので、そういったことを

考えて今後整備する箇所等をより慎重に調べてやっていきたいなと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 土本委員。 

土本千亜紀委員 

 この下水道事業もなかなか目に見える形ではないと思うんですけれども、引き続きよろしくお

願いをいたしまして、質問を終わりたいと思います。 

建設文教常任委員会副委員長（野々部享君） 

 以上で、土本委員の質疑を終了いたします。 

 これで、私の委員長の職務を終了し、土本委員と交代いたします。よろしくお願いします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 これより、委員長の職務を行います。 

 それでは、他に質疑もないようでありますので、これで質疑を終結し、認定第６号「令和６年

度清須市下水道事業決算認定について」を採決いたします。 

 本件に賛成の方の挙手を求めます。 

＜ 挙手全員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、認定第６号「令和６年度清須市下水道事業決算認定について」は、認定すべきものと

決しました。 

 つぎに、議案第４２号「清須市道路占用料条例の一部を改正する条例案」を議題といたします。 

 当局からの説明を求めます。 
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 前田建設部次長兼土木課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長の前田です。 

 議案第４２号について御説明いたします。 

 それでは、タブレットのｍоｒｅＮＯＴＥの設定を２画面表示にしていただきまして、市長提

出議案等の３５ページ、説明資料は２１ページを御覧ください。 

 議案第４２号 

 清須市道路占用料条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年９月１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 

 この案を提出するのは、愛知県の道路占用料の額の改定に鑑み、道路占用料の額を改定するた

め、必要があるからです。 

 １枚はねていただきまして、３６ページを御覧ください。 

 清須市道路占用料条例の一部を改正する条例案 

 清須市道路占用料条例の一部を改正する条例 

 清須市道路占用料条例の一部を次のように改正する。 

 主な改正内容について御説明いたします。 

 本市の道路占用料は、愛知県の道路占用料の額を鑑みて設定しています。愛知県の道路占用料

は、固定資産評価額の改定に合わせ３年ごとに見直しを行っております。今回、愛知県道路占用

料条例の一部改正が行われたことを受け、第２条関係の別表の占用料を改定するものです。３７

ページまでが占用物件の種類ごとの占用料になっております。 

 つぎに、附則です。 

 第１項として、この条例は令和８年４月１日から施行いたします。 

 第２項として、清須市都市公園条例の一部を改正し、都市公園使用料の第３項として、清須市

公共用物の管理に関する条例の一部を改正し、公共用物の使用料も同様に改定するものです。 

 議案第４２号の説明は以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 質疑もないようでありますので、これで質疑を終結し、議案第４２号「清須市道路占用料条例

の一部を改正する条例案」を採決いたします。 

 本案に賛成の方の挙手を求めます。 

＜ 挙手全員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４２号「清須市道路占用料条例の一部を改正する条例案」は、原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 つぎに、議案第４３号「清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例案」を議題といたします。 

 当局からの説明を求めます。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 議案第４３号について説明いたします。 

 タブレットのｍоｒｅＮＯＴＥの設定は２画面表示のまま、令和７年９月清須市議会定例会市

長提出議案等の３９ページと、市長提出議案等説明資料の２２ページを御覧ください。 

 議案第４３号 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和７年９月１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 提案理由です。 
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 この案を提出するのは、部分休業の定義を整理するため、必要があるからです。 

 市長提出議案等の４０ページを御覧ください。 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 

 清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を次のように改正する。 

 改正内容でございます。 

 清須市職員の育児休業等に関する条例の改正に併せ、企業職員の育児休業に係る規定を整備す

るものです。 

 第１９条第２項中、「１日の勤務時間の一部２時間を超えない範囲内の時間に限る。」を、

「１日の勤務時間の全部または一部２時間を超えない範囲、または１年につき管理者が指定する

時間を超えない範囲内に限る。」とするものです。 

 附則です。 

 この条例は、令和７年１０月１日から施行するものです。 

 説明は以上でございます。 

 御審査のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 質疑もないようでありますので、これで質疑を終結し、議案第４３号「清須市企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案」を採決いたします。 

 本案に賛成の方の挙手を求めます。 

＜ 挙手全員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４３号「清須市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例案」は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 つぎに、議案第４４号「損害賠償の額を定め、和解することについて」を議題といたします。 

 当局からの説明を求めます。 

 前田建設部次長兼土木課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 土木課長の前田です。 

 議案第４４号について説明いたします。 

 提出議案の４１ページ、説明資料は２３ページを御覧ください。 

 議案第４４号 

 損害賠償の額を定め、和解することについて 

 損害賠償請求事件に関し、下記のとおり、損害賠償の額を定め、和解することについて、地方

自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により議会の議決を求める。 

 記といたしまして、１、相手方、資料記載のとおりでございます。 

 ２、事件概要、令和４年６月２３日に清須市朝日貝塚９２番地先の水路において、蓋かけをし

ておらず、かつ転落防止柵が欠損している部分に相手方が転落し、相手方に歯の損傷等を生じさ

せるとともに、物的損害を与えた。 

 ３、和解概要、別記参照。 

 提出議案等の４２ページを御覧ください。 

 別記、和解概要。 

 令和７年９月１日提出 

 清須市長、永田純夫 

 相手方を甲、清須市を乙とし、甲及び乙は、令和４年６月２３日、清須市朝日貝塚９２番地先

にて、甲が水路に転倒した事故（以下、本件事故という）に関し、次のとおり示談した。 

 １、甲及び乙は、本件事故の損害賠償金（治療費、慰謝料ほか一切の損害）が３２５万７，２

５９円であることを確認する。 

 ２、乙は前項の３２５万７，２５９円を令和７年１０月３１日限り甲代理人指定の銀行預金口

座へ振り込んで支払う。なお、同支払いは乙加入の保険会社が行う。 

 ３、甲及び乙は、本事故に関して、甲乙間において本示談条項以外に何らの債権債務のないこ

とを相互に確認し、相互に何らの請求もしない。 

 議案第４４号の説明は以上でございます。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 質問に先立ち、けがをされた方にお見舞いを申し上げます。 

 これ和解まで３年以上かかったというところがありまして、これは保険会社が入ってるという

ことなんですけど、３年以上かかったというのは何か、どんな理由が主な理由なんですかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 ３年かかったというところの問題なんですけど、当初事故が起きて、相手方の請求額とうちの

保険会社の支払い額、当初の乖離もありまして、そこの関係で、双方の弁護士を通じて費用の面

を合わせて調整することがございまして、相手方から提示していただく額のうち、過失割合です

ね、７５％市の負担ということで和解が取れたということで、今回、議案提出させていただいて、

議決の後に支払うものとさせていただいております。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 保険会社が、７５％ぐらいしか払う義務がないだろうという判断の下で数字は決まってくるん

だよね、これ多分。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 そうですね、７５％につきましては市の見解もあるんですけど、保険会社が７５％ならもう問

題ないということで支払うものとさせていただいております。 

 以上です。 
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建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 伊藤委員。 

伊藤嘉起委員 

 結果、和解したということで、一応収まるという話ですけど、何か３年かかると大変申し訳な

いような思いもあるんですけど、その辺については、次長、どんな思いですかね。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 この件に関して、私は、令和７年の４月に新しく土木課長としてこの内容について確認はさせ

ていただいているのですけど、どうしても双方の見解に相違も若干あり、相手方の保険額につい

て損害をこうむった内容の精査に時間もかかっているということで、それが１年近く相手方から

の返事も遅れたというとこもあり、２年ちょっとかかったというのも妥当な期間だったのかなと

いうことは見解としてあります。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 他に。 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 浅井ですが、そうしますと、懸念するのは、今回の事故の現場を見ますと、これからもそうし

た事故が起こり得る可能性があってはなりませんけども、非常に懸念される状況下にあると思う

んですよね。近辺が。ここに限らず、例えば、旧新川町、旧春日町にもそういった、いや、これ

柵がないけどいいかなとか、地主とどういう話合いになっているかなという、懸念される箇所が

たくさんあると思うんですよね。今後、そうしたものに対する対処、これもかなりの考慮と言い

ますか、計画と言いますか、今の下水道事業に関わるような大きな対策かかると思うんですよね。

どういった考えで今後進める。二度とあってはならないように何か計画的に考えていかれるのか。

こういう事故が起きるたびにどうされるのかなと。我々も携わる以上、どう住民の方々に安全・

安心について語っていけばいいのか。その辺お考えをお聞かせいただきたいなと思います。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 前田課長。 



－72－ 

建設部次長兼土木課長（前田敬春君） 

 今委員言われたように、水路部分については、清須市内で結構な距離あるという認識はしてる

んですけど、蓋かけがしてない水路につきましては、現在、西田中地区、城並地区併せて今水路

の改修工事はさせていただいているんですけど、そういう改修工事と併せて、あと、どうしても

改修工事では追いつかない部分がございますので、そこはちょっと点検等、今後調査をして、危

険な箇所があるようであればガードパイプ等の応急処置をしていくような考えで対応していきた

いと思います。 

 以上です。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 浅井委員。 

浅井泰三委員 

 浅井ですが、少なくとも我々住民の方から前田課長の就任前からそういった危ない箇所がある

から何とかなりませんかということは我々も声を上げるし、住民の方も実際声を上げてる箇所が

何か所か今もあるんですよね。そうしたところをせめて優先的に計画なりをぜひ披露していただ

きたいなと思うんですけど、それはやっぱり、言われたところぐらいはある程度優先してやって

いただきたいなと思うんですよ。以上、それをお願いしておきます。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 よろしいですか。 

 他に質疑のある方ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 質疑もないようでありますので、これで質疑を終結し、議案第４４号「損害賠償の額を定め、

和解することについて」を採決いたします。 

 本案に賛成の方の挙手を求めます。 

＜ 挙手全員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４４号「損害賠償の額を定め、和解することについて」は、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 
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 つぎに、議案第４５号「令和７年度清須市一般会計補正予算（第２号）案」建設部及び水道事

業所管分を議題といたします。 

 当局からの説明を求めます。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 議案第４５号「令和７年度一般会計補正予算（第２号）案」建設部所管分について御説明いた

します。 

 タブレットのｍоｒｅＮＯＴＥの設定を１画面表示にしていただき、令和７年度一般会計補正

予算書及び説明書の８ページ、９ページを御覧ください。 

 歳入です。 

 上から四つ目の表になります。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金、補正額４９０万円の増額、２節

都市計画費補助金です。平成６年度以前に設置された内径２メートル以上の雨水管渠の点検に係

る補助金です。 

 つぎに、歳出です。 

 １４、１５ページを御覧ください。 

 上から四つ目の表になります。 

 ８款土木費、４項都市計画費、６目都市下水路費、補正額９８０万円の増額、１２節委託料、

国庫補助金を活用し行う雨水管渠の点検に係る委託料です。 

 建設部所管分の説明は以上でございます。 

 御審査のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 
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 質疑もないようでありますので、これで質疑を終結いたします。 

 採決は、教育委員会所管分の審査が終わってから行います。 

 つぎに、議案第４９号「令和７年度清須市下水道事業会計補正予算（第１号）案」を議題とい

たします。 

 当局からの説明を求めます。 

 伊藤上下水道課長。 

上下水道課長（伊藤嘉規君） 

 上下水道課の伊藤でございます。 

 議案第４９号「令和７年度清須市下水道事業会計補正予算（第１号）案」について御説明いた

します。 

 タブレットのｍоｒｅＮＯＴＥの設定は１画面表示のまま、令和７年度下水道事業会計補正予

算書及び説明書の６ページ、７ページをお願いいたします。 

 令和７年度清須市下水道事業会計補正予算（第１号）実施計画明細書、収益的収入、１款下水

道事業収益、２項営業外収益、３目補助金、補正予定額２２５万円の増額、１節下水道事業費補

助金、平成６年度以前に設置された内径２メートル以上の雨水管渠の点検に係る補助金の増額で

ございます。 

 収益的支出、１款下水道事業費用、１項営業費用、１目管渠費、補正予定額４５０万円の増額、

２節委託料です。補助金を活用した雨水管渠の点検に係る委託料の増額でございます。 

 説明は以上でございます。 

 御審査のほどよろしくお願いいたします。 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 質疑もないようでありますので、これで質疑を終結し、議案第４９号「令和７年度清須市下水

道事業会計補正予算（第１号）案」を採決いたします。 

 本案に賛成の方の挙手を求めます。 
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＜ 挙手全員 ＞ 

建設文教常任委員会委員長（土本千亜紀君） 

 全員賛成でございます。 

 よって、議案第４９号「令和７年度清須市下水道事業会計補正予算（第１号）案」は、原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、建設文教常任委員会に付託された事件のうち、建設部及び水道事業所管分についての

審査は終了いたしました。 

 なお、教育委員会所管分につきましては、９月１８日木曜日の午前９時３０分から審査をいた

します。 

 これをもちまして、本日は散会といたします。 

 早朝より大変お疲れさまでした。 

（ 時に午後 ２時２１分 散会 ） 


